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１ 開
か い

   会
か い

 

 

２ 健康
けんこう

福祉
ふ く し

局長
きょくちょう

あいさつ 

 

３ 報告
ほうこく

事項
じ こ う

 

 （１）平成 27年度専門委員会の活動報告について 

（２）「知的障害者の住まいの検討部会」での検討内容の報告について 

（３）障害者差別解消法の施行に伴う市の取組状況について 
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氏名
しめい

所属
しょぞく

出欠
しゅっけつ

1 渡部　匡隆
わたなべ　　まさたか

横浜国立大学教育人間科学部障害児教育課程教授
よこはまこくりつだいがくきょういくにんげんかがくぶしょうがいじきょういくかていきょうじゅ　

2 荒井
あらい

　政明
まさあき

社団
しゃだん

法人
ほうじん

神奈川県
かながわけん

精
せい

神
しん

科
か

病院
びょういん

協会
　 きょうかい

副会長
      ふくかいちょう

3 井上
いのうえ

　繁
しげる

特定
とくてい

非営利
ひえいり

活動
かつどう

法人
  ほうじん

横浜市
    よこはまし

手
  て

をつなぐ育成会
いくせいかい

4 岩沢
いわさわ

　弘秋
ひろあき

日本
にほん

労働
ろうどう

組合
くみあい

総
そう

連合
れんごう

会
かい

横浜
よこはま

地域
ちいき

連合
れんごう

事務
じむ

局長
きょくちょう

5 内田
うちだ

　豊
ゆたか

神奈川県立保土ケ谷養護学校
かながわけんりつほどがやようごがっこう

6 大友
おおとも

　勝
まさる

特定非営利活動法人横浜市精神障害者地域生活支援連合会代表
とくていひえいりかつどうほうじんよこはましせいしんしょうがいしゃちいきせいかつしえんれんごうかいだいひょう

7 北川
きたがわ

　はるみ 特定非営利活動法人横浜市精神障害者家族連合会副理事長
とくていひえいりかつどうほうじんよこはまよこはまし せいしんしょうがいしゃかぞくれんごうかいふくりじちょう

8 渋谷
しぶや

　治巳
　はるみ

横浜市障害者地域作業所連絡会
よこはまししょうがいしゃちいきさぎょうしょれんらくかい

9 鈴木　和子
すずき　　　　かずこ

特定非営利活動法人横浜市視覚障害者福祉協会
とくていひえいりかつどうほうじんよこはまししかくしょうがいしゃふくしきょうかい

10 鈴木
すずき

　和人
かずと

横浜市中部就労支援センター所長
よこはましちゅうぶしゅうろうしえんせんたーしょちょう

11 須山　優江
すやま　　　　まさえ

横浜市中途失聴・難聴者協会副会長
よこはましちゅうとしっちょう・なんちょうしゃきょうかいふくかいちょう

12 多田
ただ

　葉子
ようこ

社会福祉法人
しゃかいふくしほうじん

偕
かい

恵
　けい

園
　えん

　偕恵シグナル
かいけいしぐなる

施設
しせつ

長
ちょう

13 田中
たなか

　梨
り

奈
な

神奈川県
かながわけん

精神
せいしん

保健
　ほけん

福祉士
　ふくしし

協会
きょうかい

14 戸塚
とつか

　武和
たけかず

社団
しゃだん

法人
ほうじん

横浜市
　よこはまし

医師会
　いしかい

副会長
ふくかいちょう

15 中根
なかね

　幹夫
みきお

社会福祉法人横浜共生会　どんとこい・みなみ所長
しゃかいふくしほうじんよこはまきょうせいかい　　　　　　　　　　　　　　　　　しょちょう

16 永田  孝
ながた　　　 たか

横浜市グループホーム連絡会　入居者部会入居者委員
よこはましぐるーぷほーむれんらくかい　             にゅうきょしゃぶかいにゅうきょしゃいいん

17 奈良
なら

﨑
さき

　真弓
まゆみ

本人
ほんにん

の会
かい

　サンフラワー
さんふらわー

18 西川
にしかわ

　麻衣子
　　まいこ

株式会社　ファムロード
かぶしきがいしゃ　ふぁむろーど

19 山川
やまかわ

　理子
りこ

横浜公共職業安定所所長
よこはまこうきょうしょくぎょうあんていじょしょちょう

20 平井
ひらい

　晃
あきら

横浜市
よこはまし

車椅子
くるまいす

の会
かい

会長
　かいちょう

21 森
もり

　和雄
かずお

横浜市
よこはまし

社会
しゃかい

福祉
ふくし

協議会
きょうぎかい

障害者
しょうがいしゃ

支援
　しえん

センター
　　せんたー

担当
たんとう

理事
　りじ

22 八島
やしま

　敏昭
としあき

横浜市心身障害児者を守る会連盟代表幹事
よこはまししんしん　しょうがいじしゃ　まも　　かいれんめいだいひょうかんじ

23 山田
やまだ

　初男
はつお

横浜市身体障害者団体連合会副理事長
よこはまししんたいしょうがいしゃだんたいれんごうかいふくりじちょう

24 渡邊
わたなべ

　雅子
まさこ

横浜市青葉区生活支援センター所長
よこはましあおばくせいかつしえんせんたーしょちょう

25 和田
わだ

　千珠子
　　ちずこ

旭区
あさひく

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
　しえん

拠点
　きょてん

　ほっとぽっと

横浜市障害者施策推進協議会委員
よ こ は ま し し ょ う が い し ゃ せ さ く す い し ん き ょ う ぎ か い い い ん

　　 平成
へいせい

28年
ねん

６月
がつ

30日
にち

まで



区分
くぶん

局
きょく

名
　めい

補職
ほしょく

名
めい

氏名
しめい

健康
けんこう

福祉
ふくし

局長
きょくちょう

鯉渕
こいぶち

  信也
しんや

健康福祉局担当理事(健康福祉局保健所長)
けんこうふくしきょくたんとうりじ（けんこうふくしきょくほけんしょちょう）

豊澤  隆弘
とよざわ　　たかひろ

健康福祉局担当理事（保健医療医務監）
　けんこうふくしきょくたんとうりじ　　　　　　　　　（ほけんいりょういむかん）

西本
にしもと

　公子
きみこ

障害
しょうがい

福祉
ふくし

部長
ぶちょう

齋藤
さいとう

　聖
きよし

こころの健康
けんこう

相談
そうだん

センター長
ちょう

白川
しらかわ

　教人
のりと

健康福祉局担当部長（健康安全部保健事業課担当課長）
けんこうふくしきょくたんとうぶちょう（けんこうあんぜんぶほけんじぎょうかたんとうかちょう）

田中  園治
たなか　　　そのじ

障害
しょうがい

企画
きかく

課長
かちょう

山田
やまだ

　洋
ひろし

障害
しょうがい

福祉
ふくし

課長
かちょう

上條
かみじょう

　浩
ひろし

障害
しょうがい

支援
しえん

課長
かちょう

君和田
きみわだ

　健
たけし

企画
きかく

部
ぶ

企画
きかく

課長
かちょう

氏家　亮一
うじいえ　りょういち

福祉
ふくし

保健
ほけん

課
か

長
ちょう

菊池
きくち

　孝
たかし

地
ち

域
いき

支援
しえん

課長
かちょう

井上
いのうえ

　弘毅
ひろき

こども青少年
せいしょうねん

局長
きょくちょう

田中　博章
たなか　　　ひろあき

こども福祉
ふくし

保健
ほけん

部長
ぶちょう

細野　博嗣
　ほその　　　ひろつぐ

障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

保健
ほけん

課長
かちょう

佐藤　祐子
　さとう　　　　ゆうこ

企画
きかく

調整
ちょうせい

課長
かちょう

渋谷
しぶや

　昭子
あきこ

教育
きょういく

委員会
いいんかい

事務局
じむきょく

特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

課
か

長
ちょう

小泉
こいずみ

　英一
えいいち

政策
せいさく

局
きょく

政策課
せいさくか

担当
たんとう

課長
かちょう

宮嶋
みやじま

　真理子
まりこ

建築
けんちく

局
きょく

住宅
じゅうたく

政策
せいさく

課長
かちょう

磐
いわ

村
むら

　信哉
のぶや

交通
こうつう

局
きょく

総務
そうむ

課長
かちょう

吉田  美幸
　よしだ　　　みゆき

障害企画課企画調整係長
しょうがいきかくかきかくちょうせいかかりちょう

水野
みずの

　直樹
なおき

障害企画課制度担当係長
しょうがいきかくかせいどたんとうかかりちょう

山田
やまだ

　和子
かずこ

障害企画課施策推進担当係長
しょうがいきかくかしさくすいしんたんとうかかりちょう

中村
なかむら

　剛志
つよし

障害
しょうがい

企画
きかく

課
か

差別
さべつ

解消
かいしょう

法
ほう

担当
たんとう

係長
かかりちょう

小川
おがわ

　武広
たけひろ

障害
しょうがい

企画
きかく

課
か

依存症
いぞんしょう

等
とう

対策
たいさく

担当
たんとう

係長
かかりちょう

岩田
いわた

　純子
じゅんこ

障害企画課精神保健福祉係長
しょうがいきかくかせいしんほけんふくしかかりちょう

岩瀬
いわせ

　敬二
けいじ

障害企画課就労支援係長
しょうがいきかくかしゅうろうしえんかかりちょう

江原
えはら

　顕
けん

障害福祉課生活支援係長
しょうがいふくしかせいかつしえんかかりちょう

木野内
きのうち

　正己
まさみ

障害福祉課移動支援係長
しょうがいふくしかいどうしえんかかりちょう

飯野
いいの

　正夫
まさお

障害福祉課地域活動支援係長
しょうがいふくしかちいきかつどうしえんかかりちょう

松浦
まつうら

　拓郎
たくろう

障害福祉課事業者育成担当係長
しょうがいふくしかじぎょうしゃいくせいたんとうかかりちょう

吉原
よしはら

　祥子
さちこ

障害
しょうがい

福祉課
ふくしか

担当
たんとう

係長
かかりちょう

佐藤
さとう

　央一
ひろかず

障害支援課障害支援係長
しょうがいしえんかしょうがいしえんかかりちょう

高橋
たかはし

　昌広
まさひろ

障害支援課整備推進担当係長
しょうがいしえんかせいびすいしんたんとうかかりちょう

川島
かわしま

　とも子
こ

障害支援課在宅支援係長
しょうがいしえんかざいたくしえんかかりちょう

黒米
くろごめ

　建一
けんいち

障害支援課事業支援係長
しょうがいしえんかじぎょうしえんかかりちょう

高島
たかしま

　友子
ともこ

障害支援課担当係長
しょうがいしえんかたんとうかかりちょう

池村
いけむら

　明広
あきひろ

こころの健康相談センター相談援助係長
　　　　　　　　　　　　けんこうそうだんせんたー　　　　そうだんえんじょかかりちょう

新海　隆生
しんかい　　たかお

こころの健康相談センター
　 けんこうそうだんせんたー

救急医療係長
きゅうきゅういりょうかかりちょう

児島
こじま

　献
けん

一
いち

企画
きかく

課
か

企画
きかく

担当
たんとう

係長
かかりちょう

飯田
いいだ

　学
まな

障害
しょうがい

児
じ

福祉
ふくし

保健
ほけん

課
か

担当
たんとう

係長
かかりちょう

柴山
しばやま

　一彦
かずひこ

障害児福祉保健課担当係長
しょうがいじふくしほけんかたんとうかかりちょう

黒田　智子
　くろだ　　　　ともこ

障害
しょうがい

児
じ

福祉
ふくし

保健
ほけん

課
か

整備
せいび

担当
たんとう

係長
かかりちょう

畠山
はたけやま

　重徳
しげのり

企画
きかく

調整
ちょうせい

課
か

企画
きかく

調整
ちょうせい

係長
かかりちょう

柿沼
かきぬま

　千尋
ちひろ

教育
きょういく

委員会
いいんかい

事務局
じむきょく

特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

課
か

担当
たんとう

係
かかり

長
　　ちょう

永井
ながい

　俊雄
としお

政策
せいさく

局
きょく

政策課
せいさくか

担当
たんとう

係長
かかりちょう

鈴木
すずき

　政
まさ

憲
のり

建築
けんちく

局 住宅
じゅうたく

政策
せいさく

課
か

担当
たんとう

係長
かかりちょう

堀内
ほりうち

　久一
ひさかず

交通
こうつう

局
きょく

総務課
そうむか

お客様
きゃくさま

満足
まんぞく

推進
すいしん

担当
たんとう

係長
かかりちょう

滝澤
たきざわ

　良
りょう

関係
かんけい

局
きょく

事務担当
じむたんとう

平成
へいせい

28年度
ねんど

　横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

推進
すいしん

協議会
きょうぎかい

事務
じむ

局
きょく

名簿
めいぼ

事務局
じむきょく

健康
けんこう

福祉
ふくし

局
きょく

こども青少年
せいしょうねん

局
きょく

関係
かんけい

局
きょく

健康福祉局
けんこうふくしきょく

こども青少年
せいしょうねん

局
きょく



区分 局名 補職名 氏名 出欠確認

健康福祉局長 鯉渕  信也 ○

健康福祉局担当理事(健康福祉局保健所長) 豊澤  隆弘 ○

健康福祉局担当理事（保健医療医務監） 西本　公子 ×

障害福祉部長 齋藤　聖 ○

こころの健康相談センター長 白川　教人 ○

健康福祉局担当部長（健康安全部保健事業課担当課長） 田中  園治 ○

障害企画課長 山田　洋 ○

障害福祉課長 上條　浩 ○

障害支援課長 君和田　健 ○

企画部企画課長 氏家　亮一 ○

福祉保健課長 菊池　孝 ○

地域支援課長 井上　弘毅 ○

こども青少年局長 田中　博章

こども福祉保健部長 細野　博嗣

こども福祉保健部障害児福祉保健課長 佐藤　祐子

企画調整課長 渋谷　昭子 ×

教育委員会事務局 特別支援教育課長 小泉　英一 ○

政策局 政策課担当課長 宮嶋　真理子 ○

建築局 住宅政策課長 磐村　信哉

交通局 総務課長 吉田  美幸 ○

障害企画課企画調整係長 水野　直樹

障害企画課制度担当係長 山田　和子 ○

障害企画課施策推進担当係長 中村　剛志 ○

障害企画課差別解消法担当係長 小川　武広 ○

障害企画課依存症等対策担当係長 岩田　純子

障害企画課精神保健福祉係長 岩瀬　敬二

障害企画課就労支援係長 江原　顕 ○

障害福祉課生活支援係長 木野内　正己 ○

障害福祉課移動支援係長 飯野　正夫 ○

障害福祉課地域活動支援係長 松浦　拓郎 ×

障害福祉課事業者育成担当係長 吉原　祥子 ×

障害福祉課担当係長 佐藤　央一 ○

障害支援課障害支援係長 高橋　昌広 ○

障害支援課整備推進担当係長 川島　とも子 ○

障害支援課在宅支援係長 黒米　建一 ×

障害支援課事業支援係長 高島　友子 ○

障害支援課担当係長 池村　明広 ○

こころの健康相談センター相談援助係長 新海　隆生 ×

こころの健康相談センター救急医療係長 児島　献一 ×

企画課企画担当係長 飯田　学 ○

障害児福祉保健課担当係長 柴山　一彦

障害児福祉保健課担当係長 黒田　智子

障害児福祉保健課整備担当係長 畠山　重徳

企画調整課企画調整係長 柿沼　千尋 ○

教育委員会事務局 特別支援教育課担当係長 永井　俊雄 ○

政策局 政策課担当係長 鈴木　政憲 ○

建築局 住宅政策課担当係長 堀内　久一

交通局 総務課お客様満足推進担当係長 滝澤　良 ○

こども青少年局

平成28年度　第1回横浜市障害者施策推進協議会事務局名簿
日にち：平成28年6月6日（月）

時間：14時～１6時
場所：技能文化会館

健康福祉局

【記入方法】出欠の欄に出席される方は「○」、欠席される方は「×」の記載をお願いいたします。

事務局

事務担当

関係局

こども青少年局

関係局

健康福祉局



 

 

 
 

 

 

 

平成 E

へ い せい

AAE27E

２７

AAE年度 E

ね ん ど

AAE専門 E

せ ん もん

AAE委員会 E

い い ん か い

Aの AE活動 E

か つ どう

AAE報告 E

ほ う こく

Aにつ

いて 

資料
し り ょ う

１ 



 

１ 発
は っ

達
た つ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
い い ん か い

 

１ 設置
せ っ ち

目的
もくてき

 

    発達 E

はったつ

AA E障害者 E

しょうがいしゃ

AAE支援法 E

し え ん ほ う

Aが AE施行 E

し こ う

Aされたことに A E伴 E

ともな

Aい、AE市内 E

し な い

Aの AE発達 E

はったつ

AAE障害児 E

しょうがいじ

A・AE者 E

し ゃ

A

について、 AE各 E

か く

AAEライフステージ E

ら い ふ す て ー じ

Aに AE対応 E

たいおう

Aする AE支援 E

し え ん

AAE体制 E

たいせい

Aの AE整備 E

せ い び

Aを AE図 E

は か

Aり、AE発達 E

はったつ

AA

E障害児 E

しょうがいじ

A・AE者 E

し ゃ

Aの AE福祉 E

ふ く し

Aの A E向上 E

こうじょう

Aを AE図 E

は か

Aることを AE目的 E

もくてき

Aとして、AE横浜市 E

よ こ は ま し

AAE発達 E

はったつ

AA E障害 E

しょうがい

AAE検討 E

けんとう

AA

E委員会 E

い い ん か い

Aを AE設置 E

せ っ ち

Aします。 

 

２ 委員
い い ん

 

  委
い

員数
いんすう

 ９ 名
め い

 ［構成
こうせい

］障害者
しょうがいしゃ

やその 家族
か ぞ く

        ２名
め い

 

                      学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

            １名
め い

 

                      医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

            ２名
め い

 

                      障害者
しょうがいしゃ

の 福祉
ふ く し

に 従事
じゅうじ

する 者
も の

    ４名
め い

 

 

    ≪委員名 E

い い ん め い

A（H28.3.31AE時点 E

じ て ん

A）≫         ※AE五十音 E

ごじゅうおん

AA E順 E

じゅん

A（AE部 E

ぶ

AA E会長 E

かいちょう

Aを AE除 E

の ぞ

A

く）       

AE部 E

ぶ

AA E会長 E

かいちょう

A AE渡部 E

わたなべ

A AE匡 E

ま さ

AAE隆 E

た か

A   AE横浜 E

よこはま

AAE国立 E

こくりつ

AAE大学 E

だいがく

 

AE井上 E

いのうえ

A AE麻里 E

ま り

A   AE小児 E

しょうに

AA E療育 E

りょういく

AAE相談 E

そうだん

AAEセンターE

せ ん た ー

 

AE坂上 E

さかがみ

A AE尚子 E

な お こ

A   にじの AE会 E

か い

 

AE桜井 E

さくらい

A AE美佳 E

み か

A    AE学齢 E

がくれい

AAE後期 E

こ う き

AAE発達 E

はったつ

AAE相談室 E

そうだんしつ

Aくらす 

AE高木 E

た か ぎ

A AE一江 E

か ず え

A   AE横浜市 E

よ こ は ま し

AAE中部 E

ちゅうぶ

AAE地域 E

ち い き

AA E療育 E

りょういく

AAEセンターE

せ ん た ー

 

AE寺田 E

て ら だ

A A E純一 E

じゅんいち

A   かながわ AE地域 E

ち い き

AAE活動 E

かつどう

AAEホーム E

ほ ー む

Aほのぼの 

AE中野 E

な か の

A AE美奈子 E

み な こ

A  AE横浜市 E

よ こ は ま し

AAE自閉症児 E

じへいしょうじ

A・AE者 E

し ゃ

AAE親 E

お や

Aの AE会 E

か い

 

AE西尾 E

に し お

A AE紀子 E

の り こ

A   AE横浜市 E

よ こ は ま し

AAE発達 E

はったつ

AA E障害者 E

しょうがいしゃ

AAE支援 E

し え ん

AAEセンターE

せ ん た ー

 

AE原 E

は ら

A AE郁子 E

い く こ

A    AE横浜市 E

よ こ は ま し

AAE総合 E

そうごう

AAEリハビリテーションセンターE

り は び り て ー し ょ ん せ ん た ー

 

 

３  平成
へいせい

27年度
ね ん ど

検討
けんとう

内容
ないよう

 

    第 E

だ い

A１AE回 E

か い

A(AE第 E

だ い

A36AE回 E

か い

A)  AE平成 E

へいせい

A27AE年 E

ね ん

A６AE月 E

が つ

A２AE日 E

に ち

A（AE火 E

か

A） 

   【 AE議題 E

ぎ だ い

A】 

(1) AE発達 E

はったつ

AAE障害児 E

しょうがいじ

Aに AE対 E

た い

Aする AE学校 E

がっこう

Aでの AE取組 E

とりくみ

AA E 状況 E

じょうきょう

 

(2) A E中 E

ちゅう

AAE学校 E

がっこう

Aにおける AE支援 E

し え ん

Aの AE強化 E

きょうか

Aに AE向 E

む

Aけて 

(3) AE平成 E

へいせい

A27AE年度 E

ね ん ど

Aにおける AE発達 E

はったつ

AA E障害 E

しょうがい

AAE検討 E

けんとう

AAE委員会 E

い い ん か い

Aの AE進 E

す す

Aめ AE方 E

か た

 



 

 

  AE第 E

だい

A２AE回 E

かい

A(AE第 E

だ い

A37AE回 E

か い

A)  AE平成 E

へいせい

A27AE年 E

ねん

A９AE月 E

がつ

A１AE日 E

にち

A（AE火 E

か

A） 

 【 AE議題 E

ぎ だ い

A】 

(1)  AE発達 E

はったつ

AAE障害児 E

しょうがいじ

Aの AE学齢 E

がくれい

AAE後期 E

こ う き

Aにおける AE支援 E

し え ん

Aのあり AE方 E

か た

Aについて 

(2)  AE発達 E

はったつ

AA E障害 E

しょうがい

AAE検討 E

けんとう

AAE委員会 E

い い ん か い

Aにおける AE今後 E

こ ん ご

Aの AE検討 E

けんとう

AAE課題 E

か だ い

Aについて 

 

AE第３回 E

だ い   か い

A(AE第 E

だ い

A38AE回 E

か い

A)  AE平成 E

へいせい

A27AE年 E

ね ん

A12AE月 E

が つ

A１AE日 E

に ち

A（AE火 E

か

A） 

【議題
ぎ だ い

】 

  (1)  発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

の 学齢
がくれい

後期
こ う き

における 支援
し え ん

のあり 方
か た

について 

  (2)  発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
い い ん か い

における 今後
こ ん ご

の 検討
けんとう

課題
か だ い

について 

 



 

２ 横
よこ

浜
はま

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

就
しゅう

労
ろう

支
し

援
えん

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

 

１ 設置
せ っ ち

目的
もくてき

 

    横浜E

よこはま

AAE市内E

し な い

Aにおいて、AE福祉E

ふ く し

A・A E教育 E

きょういく

A・AE労働E

ろうどう

A・AE経営E

けいえい

A・A E行政 E

ぎょうせい

AAE等E

など

AのAE各分野E

かくぶんや

AがAE連携E

れんけい

Aし、A E障害者 E

しょうがいしゃ

Aの A E就労 E

しゅうろう

AA

E支援E

し え ん

AAE基盤E

き ば ん

AをAE強化 E

きょうか

Aし、AE地域E

ち い き

AによるA E障害者 E

しょうがいしゃ

AのA E就労 E

しゅうろう

AAE支援E

し え ん

AAE機能E

き の う

AをA E向上 E

こうじょう

Aさせるため、AE横浜市E

よこはまし

AA E障害者 E

しょうがいしゃ

AA

E就労 E

しゅうろう

AAE支援E

し え ん

AAE推進 E

すいしん

AAE会議E

か い ぎ

AをAE設置E

せ っ ち

Aします。 

 

２ 委員
い い ん

 

  委
い

員数
いんすう

 １０名
め い

     ［構成
こうせい

］学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

      １名
 め い

 

                           障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

     １名
め い

 

                            労働
ろうどう

        １名
 め い

 

就労 E

しゅうろう

AAE支援 E

し え ん

AAE機関 E

き か ん

A    AE２名 E

 め い

A                   

                   企業
きぎょう

         ３名
め い

 

医療 E

いりょう

A         １AE名 E

め い

 

AE当事者 E

と う じ し ゃ

A        １AE名 E

め い

A      

 

    ≪ AE委員名 E

い い ん め い

A（H28.3.1AE時点 E

じ て ん

A）≫ ※AE委員長 E

いいんちょう

AAE以下 E

い か

A AE五十音 E

ごじゅうおん

AA E順 E

じゅん

A       

  委員長
いいんちょう

   松
ま つ

為
い

 信
の ぶ

雄
お

  文京
ぶんきょう

学院
がくいん

大学
だいがく

 教授
きょうじゅ

 

石川 E

いしかわ

A AE祐子 E

ゆ う こ

A  AE横浜市 E

よ こ は ま し

AAE心身 E

しんしん

AAE障害児者 E

しょうがいじしゃ

Aを AE守 E

ま も

Aる AE会 E

か い

AAE連盟 E

れんめい

 

AE菊地 E

き く ち

A AE綾子 E

あ や こ

A  A E 特定E

とくてい

AA E非営利E

ひえいり

AA E 活動E

かつどう

AA E 法人E

ほうじん

AA E 横浜市E

よこはまし

AA E 精神障 E

せいしんしょう

AがいA E者E

しゃ

AA E 就労E

しゅうろう

AA E支援E

しえん

AA E 事業会E

じぎょうかい

A A E理事長E

り じ ち ょ う

 

AE倉澤 E

くらさわ

A AE直巳 E

な お み

A  ホシザキ A E湘 E

しょう

AAE南株式 E

なんかぶしき

AAE会社 E

がいしゃ

AAE勤務 E

き ん む

 

AE坂本 E

さかもと

A AE哲也 E

て つ や

A  AE横浜 E

よこはま

AA E公共 E

こうきょう

AA E 職業 E

しょくぎょう

AAE安定所 E

あんていじょ

AAE雇用 E

こ よ う

AAE援助 E

えんじょ

AAE部門 E

ぶ も ん

A A E主任 E

しゅにん

AAE雇用 E

こ よ う

AAE指導官 E

し ど う か ん

 

AE鈴木 E

す ず き

A AE和人 E

か ず と

A    AE横浜 E

よこはま

AAE中部 E

ちゅうぶ

AA E就労 E

しゅうろう

AAE支援 E

し え ん

AセンターA E長 E

ちょう

 

AE山本 E

やまもと

A A E潤 E

じゅん

A   AE神奈川県 E

か な が わ け ん

AA E 中小 E

ちゅうしょう

AAE企業家 E

き ぎ ょ う か

AAE同友会 E

どうゆうかい

A AE事務局 E

じ む き ょ く

 

AE山田 E

や ま だ

A AE進 E

の ぶ

AAE弘 E

ひ ろ

A  AE株式 E

かぶしき

AAE会社山装 E

がいしゃやまそう

A A E代表 E

だいひょう

AA E取締役 E

とりしまりやく

 

AE松井 E

ま つ い

A AE優子 E

ゆ う こ

A  AE日 E

に っ

AAE総 E

そ う

Aぴゅあ AE株式 E

かぶしき

AAE会社 E

がいしゃ

A AE雇用 E

こ よ う

AAE推進 E

すいしん

AAE支援 E

し え ん

AA E室長 E

しつちょう

 

A E吉宮 E

よしみや

A  A E毅 E

たけし

A    A E公益 E

こうえき

AA E財団 E

ざいだん

AA E法人 E

ほうじん

AA E積善会 E

せきぜんかい

A  A E日 E

ひ

AA E向台 E

なただい

AA E病院 E

びょういん

AA

Eリハビリテーション科 E

       か

A



３  平成
へいせい

27年度
ね ん ど

検討
けんとう

内容
ないよう

 

  第１回 E

だ い  か い

A  AE平成 E

へいせい

A27AE年 E

ね ん

A６AE月 E

が つ

A23AE日 E

に ち

A(AE火 E

か

A)  

    【 AE報告 E

ほうこく

A・AE議題 E

ぎ だ い

A】 

（１）平成
へいせい

27年度
ね ん ど

予算
よ さ ん

概要
がいよう

について 

（２）第３期
だ い  き

横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

プランについて 

（３）企業向け
きぎょうむ   

障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

啓発
けいはつ

について 

 ア 個別
こ べ つ

相談
そうだん

による 企業
きぎょう

支援
し え ん

セミナーの 共催
きょうさい

について 

イ  障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

好事例
こ う じ れ い

データベースについて 

（４）就労
しゅうろう

支援
し え ん

体制
たいせい

の 充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

について 

  ウ 障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センターに 対する
た い    

点検
てんけん

及び
お よ  

評価
ひょうか

の 実施
じ っ し

について 

エ 障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センターのあり 方
か た

検討
けんとう

について 

【資料
しりょう

報告
ほうこく

】  

（１）よこはま 障害者
しょうがいしゃ

共同
きょうどう

受注
じゅちゅう

総合
そうごう

センターの 開設
かいせつ

について 

（２）福祉
ふ く し

職員
しょくいん

を 対象
たいしょう

とした 就業
しゅうぎょう

体験
たいけん

の 実施
じ っ し

について 

（３）精神
せいしん

障害
しょうがい

のある 人
ひ と

を 対象
たいしょう

としたアルバイト 雇用
こ よ う

について 

 

   第２回 E

だ い  か い

A  AE平成 E

へいせい

A27AE年 E

ね ん

A10AE月 E

が つ

A23AE日 E

に ち

A (AE金 E

き ん

A) 

【報
ほ う

告
こ く

】  

（１）よこはま 障害者
しょうがいしゃ

共同
きょうどう

受注
じゅちゅう

総合
そうごう

センターの 運営
うんえい

状況
じょうきょう

について 

（２）横浜市
よ こ は ま し

役所
やくしょ

における 障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

事業
じぎょう

について 

【議
ぎ

題
だ い

】 

（１）障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

啓発
けいはつ

事業
じぎょう

について 

ア 福祉
ふ く し

職員
しょくいん

を 対象
たいしょう

とした 就業
しゅうぎょう

体験
たいけん

の 実施
じ っ し

について 

イ 企業
きぎょう

支援
し え ん

セミナー「障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

セミナー2015」の 開催
かいさい

について 

ウ 「働きたい
はたら     

！あなたのシンポジウム」の 開催
かいさい

について 

エ 障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

好事例
こ う じ れ い

データベースについて 

   （２）障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センターのあり 方
か た

検討
けんとう

について 

 

第３回 E

だ い  か い

A  AE平成 E

へいせい

A28AE年 E

ね ん

AAE２月 E

 が つ

A19AE日 E

に ち

A(AE金 E

き ん

A) 

【報
ほ う

告
こ く

】 

（１）平成
へいせい

28年度
ね ん ど

予算
よ さ ん

概要
がいよう

について 

（２）九
きゅう

都県
と け ん

市
し

首脳
しゅのう

会議
か い ぎ

について 

（３）よこはま 障害者
しょうがいしゃ

共同
きょうどう

受注
じゅちゅう

総合
そうごう

センターの 運営
うんえい

状況
じょうきょう

について 

 



   【議 E

ぎ

AAE題 E

だ い

A】 

（１）横浜市
よ こ は ま し

役所
やくしょ

における 障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

事業
じぎょう

について 

（２）障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

啓発
けいはつ

事業
じぎょう

について 

  ア 企業
きぎょう

支援
し え ん

セミナー「障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

セミナー2015」の 実施
じ っ し

について 

  イ 「働
はたら

きたい！あなたのシンポジウム」の 実施
じ っ し

について 

  ウ 障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

好事例
こ う じ れ い

データベースについて 

  エ 今後
こ ん ご

の 就労
しゅうろう

啓発
けいはつ

事業
じぎょう

について 

 （３）障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センターについて 

   ア 障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センターに 対
た い

する 点
て ん

検
け ん

評
ひょう

価
か

の 実施
じ っ し

について 

   イ 障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センターの 職場
しょくば

実習
じっしゅう

事業
じぎょう

の 見
み

直
な お

しについて 

   ウ 障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センターのあり 方
か た

検討
けんとう

について 



３ 横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

後見的
こうけんてき

支援
し え ん

制度
せ い ど

検証
けんしょう

委員会
い い ん か い

 

 

１ 設置
せ っ ち

目的
もくてき

 

横浜市 E

よ こ は ま し

AA E障害者 E

しょうがいしゃ

AAE後見的 E

こうけんてき

AAE支援 E

し え ん

AAE制度 E

せ い ど

AA E検証 E

けんしょう

AAE委員会 E

い い ん か い

Aは、AE地域 E

ち い き

Aで AE安心 E

あんしん

Aして A E暮らす E

 く

A

ために AE必要 E

ひつよう

Aな A E身近 E

み ぢ か

Aな AE地域 E

ちいき

Aでの AE見守 E

み ま も

Aりや A E本人 E

ほんにん

Aの AE希望 E

きぼう

Aと A E目標 E

もくひょう

Aに AE基づく E

もと

AAE生活 E

せいかつ

A

のための AE支援 E

しえん

AAE等 E

とう

Aを AE行う E

おこな

AAE後見的 E

こうけんてき

AAE支援 E

しえん

AAE制度 E

せいど

Aを、その AE理念 E

りねん

Aに AE基づき E

もと

A、AE円滑 E

えんかつ

Aか

つ AE効果的 E

こ う か て き

Aに AE機能 E

き の う

Aさせるため、A E制度 E

せ い ど

AAE全体 E

ぜんたい

Aを AE検討 E

けんとう

Aすることを AE目的 E

もくてき

Aとして AE設置 E

せ っ ち

A

します。 

 

２ 委員
い い ん

 

  委
い

員数
いんすう

 ７名
め い

  ［構成
こうせい

］  家族
か ぞ く

等
と う

      ２名
めい

 

当事者 E

と う じ し ゃ

A      １AE名 E

め い

 

AE学識 E

がくしき

AAE経験者 E

けいけんしゃ

A    AE１名 E

めい

 

                        障害
しょうがい

福祉事
ふ く し じ

業者
ぎょうしゃ

 ３名
めい

 

                         

    ≪委員名 E

い い ん め い

A（H28.3.31AE時点 E

じ て ん

A）≫         ※ A E五十音 E

ごじゅうおん

AA E順 E

じゅん

A（ A E部 E

ぶ

AA E会長 E

かいちょう

Aを A

E除く E

の ぞ く

A） 

 

AE部 E

ぶ

AA E会長 E

かいちょう

A AE八島 E

や し ま

A AE敏 E

と し

AAE昭 E

あ き

A A E横浜市 E

よ こ は ま し

AA E心身 E

しんしん

AA E障害児者 E

しょうがいじしゃ

Aを A E守 E

ま も

Aる A E会 E

か い

AA E連盟 E

れんめい

A A E代表 E

だいひょう

AA

E幹事 E

か ん じ

 

AE川島 E

かわしま

A AE志保 E

し ほ

A  AE弁護士 E

べ ん ご し

 

             AE斉藤 E

さいとう

A AE達 E

た つ

AAE之 E

ゆ き

A つるみ AE地域 E

ち い き

AAE活動 E

かつどう

AAEホーム E

ほ ー む

AAE幹 E

み き

A A E所長 E

しょちょう

 

AE坂田 E

さ か た

A AE信子 E

の ぶ こ

A   A E横浜市 E

よ こ は ま し

AA E心身 E

しんしん

AA E障害児者 E

しょうがいじしゃ

Aを A E守る E

まも

AA E会 E

かい

AA E連盟 E

れんめい

A A E事務 E

じ む

AA

E 局長 E

きょくちょう

 

            AE瀧澤 E

たきざわ

A AE久美子 E

く み こ

A   AE横浜市 E

よ こ は ま し

AAE社会 E

しゃかい

AAE福祉協 E

ふくしきょう

AAE議会 E

ぎ か い

AA E障害者 E

しょうがいしゃ

AAE支援 E

し え ん

AAEセンターE

せ ん た ー

 

AE横浜市 E

よ こ は ま し

Aあんしん AEマネジャーE

ま ね じ ゃ ー

 

A E若尾 E

わ か お

A A E恵子 E

け い こ

A    A E横浜市 E

よ こ は ま し

AA E社会 E

しゃかい

AA E福祉協 E

ふくしきょう

AA E議会 E

ぎ か い

AA E横浜 E

よこはま

AA E生活 E

せいかつ

Aあんしん A EセンターE

せ ん た ー

AA

E事務 E

じ む

AA E長 E

ちょう

 

AE和田 E

わ だ

A AE千 E

ち

AAE珠子 E

ず こ

A  AE旭区 E

あさひく

AAE地域 E

ち い き

AAE生活 E

せいかつ

AAE支援 E

し え ん

AAE拠点 E

きょてん

Aほっとぽっと AEピアスタッフ E

ぴ あ す た っ ふ

 

                        

３  平成
へいせい

27年度
ね ん ど

検討
けんとう

内容
ないよう

 

    第１回 E

だ い  か い

A  AE平成 E

へいせい

A27AE年 E

ね ん

A8AE月 E

が つ

A26AE日 E

に ち

A（AE水 E

す い

A） 

   【 AE議題 E

ぎ だ い

A】 

(１) A E障害者 E

しょうがいしゃ

AAE後見的 E

こうけんてき

AAE支援 E

し え ん

AAE制度 E

せ い ど

AAE実施 E

じ っ し

AA E 状況 E

じょうきょう

Aについて 

(２) AE後見的 E

こうけんてき

AAE支援 E

し え ん

AAE運営 E

うんえい

AAE法人 E

ほうじん

AAE現場 E

げ ん ば

AAE訪問 E

ほうもん

A A E検証 E

けんしょう

AAE委員 E

い い ん

AAE報告 E

ほうこく

 

(３) その AE他 E

た

 



    AE第２回 E

だ い  か い

A  AE平成 E

へいせい

A28AE年 E

ね ん

AAE２月 E

   がつ

A15AE日 E

に ち

A（AE月 E

げ つ

A） 

  【 AE議題 E

ぎ だ い

A】 

(１) A E障害者 E

しょうがいしゃ

AAE後見的 E

こうけんてき

AAE支援 E

し え ん

AAE制度 E

せ い ど

AAE実施 E

じ っ し

AA E 状況 E

じょうきょう

Aについて 

(２) AE後見的 E

こうけんてき

AAE支援 E

し え ん

AAE制度 E

せ い ど

Aに AE関わる E

か か      

AAE課題 E

か だ い

AAE検討 E

けんとう

Aについて 

(３) その AE他 E

た

 



４ 障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

検討
けんとう

部会
ぶ か い

 

１ 設置
せ っ ち

目的
もくてき

 

    「障害 E

しょうがい

Aを AE理由 E

り ゆ う

Aとする AE差別 E

さ べ つ

Aの A E解消 E

かいしょう

Aの AE推進 E

すいしん

Aに AE関 E

か ん

Aする AE法 E

ほ う

AAE律 E

り つ

A」（ A E障害者 E

しょうがいしゃ

AAE差別 E

さ べ つ

AA

E解消法 E

かいしょうほう

A）の AE施行 E

し こ う

Aに AE向 E

む

Aけて、AE横浜市 E

よ こ は ま し

Aの AE今後 E

こ ん ご

Aの AE取組 E

とりくみ

Aについて AE検討 E

けんとう

Aすることを A

E目的 E

もくてき

Aとします。 

 ※ 検討
けんとう

の 結果
け っ か

を「市
し

への 提言
ていげん

」にまとめ、平成
へいせい

27年
ね ん

11月
が つ

に 市
し

に 提
て い

出
しゅつ

し、部会
ぶ か い

 

を 終了
しゅうりょう

しました。 

 

２ 委員
い い ん

 

  委
い

員数
いんすう

 １９名
め い

  

 ［構成
こうせい

］当事者
と う じ し ゃ

 １１名
め い

  家族
か ぞ く

等
な ど

 ２名
  めい

   支援者
し え ん し ゃ

 ２名
め い

 

      学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

 ２名
め い

  弁護士
べ ん ご し

 ２名
め い

 

 

    ≪委員名 E

い い ん め い

A（H26.11.4A E時点 E

じ て ん

A）≫           ※ A E会長 E

かいちょう

AA E以下 E

い か

A A E五十音 E

ごじゅうおん

AA

E順 E

じゅん

A          

AE部 E

ぶ

AA E会長 E

かいちょう

A AE石渡 E

い し わ た

A AE和実 E

か ず み

 AE東洋 E

とうよう

AAE英和 E

え い わ

AAE女子 E

じ ょ し

AAE学院 E

がくいん

AAE大学 E

だいがく

AAE大学院 E

だいがくいん

AAE人間 E

にんげん

AAE科学 E

か が く

AAE研究科 E

けんきゅうか

AA E教授 E

きょうじゅ

 

AE井上 E

い の う え

A AE繁 E

しげる

  横浜市
よ こ は ま し

手
て

をつなぐ 育成会
いくせいかい

 

内嶋 E

うちじま

A AE順一 E

じゅんいち

  横浜
よ こ は ま

弁護
べ ん ご

士
し

会
か い

 （高齢者
こ う れ い し ゃ

・障害者
しょうがいしゃ

の 権利
け ん り

に 関
か ん

する 委員会
い い ん か い

 

大野 E

お お の

A AE美樹 E

み き

  横浜
よ こ は ま

弁護
べ ん ご

士
し

会
か い

 （高齢者
こ う れ い し ゃ

・障害者
しょうがいしゃ

の 権利
け ん り

に 関
か ん

する 委員会
い い ん か い

 

大 E

お お

AAE羽 E

ば

A AE更 E

こ う

AAE明 E

め い

  横浜市
よ こ は ま し

精神
せいしん

障害
しょうがい

者
し ゃ

家族
か ぞ く

連合会
れんごうかい

副理事長
ふ く り じ ち ょ う

 

神 E

か ん

AAE崎 E

ざ き

A AE好喜 E

よ し き

  横浜市
よ こ は ま し

視覚
し か く

障害
しょうがい

者
し ゃ

福祉
ふ く し

協会
きょうかい

副
ふ く

会長
かいちょう

 

佐藤 E

さ と う

A AE秀樹 E

ひ で き

  横浜市
よ こ は ま し

腎友会
じんゆうかい

副
ふ く

会長
かいちょう

 

清水 E

し み ず

A AE龍男 E

た つ お

  横浜市
よ こ は ま し

心身
し ん し ん

障害
しょうがい

児
じ

者
し ゃ

を 守
ま も

る 会
か い

連盟
れんめい

副
ふ く

代表
だいひょう

幹事
か ん じ

 

鈴木 E

す ず き

A AE敏彦 E

と し ひ こ

  和泉
い ず み

短期
た ん き

大学
だ い が く

児童
じ ど う

福祉
ふ く し

学科
が っ か

教授
きょうじゅ

 

須山 E

す や ま

A AE優江 E

ま さ え

  横浜市
よ こ は ま し

中途
ち ゅ う と

失聴
しっちょう

・難聴者
なんちょうしゃ

協会
きょうかい

副
ふ く

会長
かいちょう

 

中瀬 E

な か せ

A AE明 E

あ き

AAE徳 E

の り

  東
ひがし

戸塚
と つ か

地域
ち い き

活動
か つ ど う

ホーム
ほ ー む

ひかり 相談員
そうだんいん

 

永田 E

な が た

A AE孝 E

た か

  横浜市
よ こ は ま し

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

連絡会
れんらくかい

入居
にゅうきょ

者
し ゃ

部会
ぶ か い

入居者
にゅうきょしゃ

委員
い い ん

 

奈良 E

な ら

AAE﨑 E

ざ き

A AE真弓 E

ま ゆ み

  本人
ほんにん

の 会
か い

 サンフラワー
さ ん ふ ら わ ー

 

西川 E

にしかわ

A AE麻 E

ま

AAE衣 E

い

AAE子 E

こ

  株式
か ぶ し き

会社
がいしゃ

ファムロード
ふ ぁ む ろ ー ど

 



浜崎 E

は ま ざ き

A AE孝行 E

たかゆき

  横浜市
よ こ は ま し

車椅子
く る ま い す

の 会
か い

副
ふ く

会長
かいちょう

 

前沢 E

まえざわ

A AE奈美 E

な み

  保土ケ谷
ほ ど が や

区
く

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

自立
じ り つ

生活
せいかつ

アシスタント
あ し す た ん と

 

松島 E

ま つ し ま

A AE雅樹 E

ま さ き

  横浜市
よ こ は ま し

脳性
の う せ い

マヒ
ま ひ

者
し ゃ

協会
きょうかい

会長
かいちょう

 

山下 E

や ま し た

A AE優子 E

ゆ う こ

  地域
ち い き

活動
か つ ど う

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

まなび 

和田 E

わ だ

A AE千珠子 E

ち ず こ

  旭区
あ さ ひ く

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
き ょ て ん

ほっとぽっと 

 

３  検討
けんとう

内容
ないよう

 

   第 E

だ い

A５AE回 E

か い

A AE平成 E

へいせい

A27AE年 E

ねん

A５AE月 E

がつ

A14AE日 E

にち

A（AE木 E

も く

A） 

 【議題
ぎ だ い

】 

  （１）事例
じ れ い

募集
ぼしゅう

の 結果
け っ か

の 公表
こうひょう

について（報告
ほうこく

） 

  （２）寄
よ

せられた 事例
じ れ い

の 分類
ぶんるい

について 

  （３）今後
こ ん ご

の 検討
けんとう

予定
よ て い

について 

 

   第 E

だ い

A６AE回 E

か い

A AE平成 E

へいせい

A27AE年 E

ねん

A６AE月 E

がつ

A16AE日 E

にち

A（AE火 E

か

A） 

 【議題
ぎ だ い

】 

  （１）事例
じ れ い

の 公表
こうひょう

について 

  （２）障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

の 規定
き て い

について（確認
かくにん

） 

  （３）前回
ぜんかい

の 事例
じ れ い

の 分類
ぶんるい

の 確認
かくにん

について 

  （４）事例
じ れ い

の 分類
ぶんるい

について（前回
ぜんかい

からの 継続分
けいぞくぶん

） 

 

   第 E

だ い

A７AE回 E

か い

A AE平成 E

へいせい

A27AE年 E

ねん

A７AE月 E

がつ

A21AE日 E

にち

A（AE火 E

か

A） 

 【議題
ぎ だ い

】 

  （１）事例
じ れ い

の 公表
こうひょう

について（報告
ほうこく

） 

  （２）前回
ぜんかい

までの 事例
じ れ い

の 分類
ぶんるい

の 確認
かくにん

について 

  （３）市
し

が 行
おこな

うべき 取組
とりくみ

について 

 

   第 E

だ い

A８AE回 E

か い

A AE平成 E

へいせい

A27AE年 E

ねん

A８AE月 E

がつ

A20AE日 E

にち

A（AE木 E

も く

A） 

 【議題
ぎ だ い

】 

  （１）市
し

が 行
おこな

うべき 取組
とりくみ

について 

  （２）市内
し な い

の 事
じ

業者
ぎょうしゃ

が 取
と

り 組
く

むべきことについて 

  （３）市民
し み ん

に 取
と

り 組
く

んでほしいことについて 

  （４）「市
し

への 提言
ていげん

」の 案
あ ん

について 



 

   第 E

だ い

A９AE回 E

か い

A AE平成 E

へいせい

A27AE年 E

ねん

A９AE月 E

がつ

A29AE日 E

にち

A（AE火 E

か

A） 

 【議題
ぎ だ い

】 

  「市
し

への 提言
ていげん

」の 案
あ ん

について 



５ 知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

の 住
す

まい 検討
けんとう

部会
ぶ か い

  

 

１ 設置
せ っ ち

目的
もくてき

 

第 E

だ い

A３AE期 E

き

AAE横浜市 E

よ こ は ま し

AA E障害者 E

しょうがいしゃ

AAEプラン E

ぷ ら ん

Aの AEテーマ E

て ー ま

Aに AE掲 E

か か

Aげた「AE住 E

す

Aむ、そして AE暮 E

く

Aらす」

に AE係 E

か か

Aる AE施策 E

し さ く

Aの AE一 E

ひ と

Aつとして、AE行動 E

こうどう

AA E障害 E

しょうがい

Aのある AE方 E

か た

Aの AE住 E

す

Aまいの AE検討 E

けんとう

Aに AE取 E

と

Aり AE組 E

く

A

むため、「 AE知的 E

ち て き

AA E障害者 E

しょうがいしゃ

Aの AE住 E

す

Aまい AE検討 E

けんとう

AAE部会 E

ぶ か い

A」を AE設置 E

せ っ ち

Aします。 

※ 本部会
ほ ん ぶ か い

は 平成
へいせい

28年
ね ん

３月
が つ

末
ま つ

で 終了
しゅうりょう

しました。 

 

２ 委員
い い ん

 

  委
い

員数
いんすう

 ９名
め い

  ［構成
こうせい

］  家族
か ぞ く

等
と う

      ２名
めい

 

学識 E

がくしき

AAE経験者 E

けいけんしゃ

A    １AE名 E

め い

 

AE福祉 E

ふ く し

AAE従事者 E

じゅうじしゃ

A    ６AE名 E

め い

 

                         

    ≪ AE委員名 E

い い ん め い

A（H28.3.31AE時点 E

じ て ん

A）≫         ※AE五十音 E

ごじゅうおん

AA E順 E

じゅん

A（AE部 E

ぶ

AA E会長 E

かいちょう

Aを AE除 E

の ぞ

A

く） 

 

AE部 E

ぶ

AA E会長 E

かいちょう

A AE志賀 E

し が

A AE利一 E

としかず

A AE国立 E

こくりつ

AAE重度 E

じゅうど

AAE知的 E

ち て き

AA E障害者 E

しょうがいしゃ

AAE総合 E

そうごう

AAE施設 E

し せ つ

Aのぞみの AE園 E

そ の

 

 事業
じぎょう

企画局
きかくきょく

研究
けんきゅう

部長
ぶちょう

 

赤川 E

あかがわ

A A E真 E

まこと

A はーとっこ 

             AE五 E

い つ

AAE浦 E

う ら

A AE洋輔 E

ようすけ

A A E障 E

しょう

Aがい AE者 E

し ゃ

AAE支援 E

し え ん

AAE施設 E

し せ つ

A AE花 E

は な

Aみずき 

AE浮 E

う き

AAE貝 E

が い

A AE明典 E

あきのり

A   AEイオプレイス E

い お ぷ れ い す

 

            AE神田 E

か ん だ

A A E宏 E

ひろし

A    AEヘルパーセンターE

へ る ぱ ー せ ん た ー

Aやまびこ 

AE齋藤 E

さいとう

A AE陽 E

よ う

AAE介 E

す け

A    つづき AE地域 E

ち い き

AAE活動 E

かつどう

AAEホーム E

ほ ー む

Aくさぶえ  

AE宍倉 E

ししくら

A A E孝 E

たかし

A    AE横浜市 E

よ こ は ま し

AAE自閉症児 E

じへいしょうじ

A・AE者 E

し ゃ

AAE親 E

お や

Aの AE会 E

か い

 

A E八島 E

や し ま

A A E敏 E

と し

AA E昭 E

あ き

A    A E横浜市 E

よ こ は ま し

AA E心身 E

しんしん

AA E障害児者 E

しょうがいじしゃ

Aを A E守 E

ま も

Aる A E会 E

か い

AA E連盟 E

れんめい

AA E代表 E

だいひょう

AA

E幹事 E

か ん じ

 

AE渡邉 E

わたなべ

A AE哲也 E

て つ や

A    A E障害者 E

しょうがいしゃ

AAE支援 E

し え ん

AAE施設 E

し せ つ

A AE青葉 E

あ お ば

AAEメゾン E

め ぞ ん

 

                        

３  平成
へいせい

27年度
ね ん ど

検討
けんとう

内容
ないよう

 

    第 E

だ い

A１AE回 E

か い

A  AE平成 E

へいせい

A27AE年 E

ね ん

A５AE月 E

が つ

A28AE日 E

に ち

A（AE木 E

も く

A） 

   【AE議題 E

ぎ だ い

A】 

(１) AE知的 E

ち て き

AA E障害者 E

しょうがいしゃ

Aの AE住 E

す

Aまい AE検討 E

けんとう

AAE部会 E

ぶ か い

Aについて 

(２) AE横浜市 E

よ こ は ま し

Aの AE行動 E

こうどう

AA E障害者 E

しょうがいしゃ

Aの A E現状 E

げんじょう

Aについて 

(３) AE検討 E

けんとう

AAE内容 E

ないよう

Aについて 

(４) AE今後 E

こ ん ご

Aの AEスケジュール E

す け じ ゅ ー る

Aについて 

 



 

 

 

    AE第 E

だ い

A２AE回 E

か い

A  AE平成 E

へいせい

A27AE年 E

ね ん

A６AE月 E

が つ

A23AE日 E

に ち

A（AE火 E

か

A） 

  【AE議題 E

ぎ だ い

A】 

(１) AE地域 E

ち い き

AAE移行 E

い こ う

Aするための AE支援 E

し え ん

AAE及 E

お よ

Aび AE地域 E

ち い き

AAE生活 E

せいかつ

Aを AE継続 E

けいぞく

Aするための AE支援 E

し え ん

A

について 

(２) その AE他 E

た

 

 

AE第 E

だ い

A３AE回 E

か い

A  AE平成 E

へいせい

A27AE年 E

ね ん

A７AE月 E

が つ

A29AE日 E

に ち

A（AE水 E

す い

A） 

  【AE議題 E

ぎ だ い

A】 

(１) AE地域 E

ち い き

AAE移行 E

い こ う

Aするための AE支援 E

し え ん

AAE及 E

お よ

Aび AE地域 E

ち い き

AAE生活 E

せいかつ

Aを AE継続 E

けいぞく

Aするための AE支援 E

し え ん

A

について 

(２) その AE他 E

た

 

 

AE第 E

だ い

A４AE回 E

か い

A  AE平成 E

へいせい

A27AE年 E

ね ん

A８AE月 E

が つ

A31AE日 E

に ち

A（AE月 E

げ つ

A） 

  【AE議題 E

ぎ だ い

A】 

(１) A E中間 E

ちゅうかん

AAE報告書 E

ほうこくしょ

Aの AE取 E

と

Aりまとめについて 

(２) AE第 E

だ い

A５AE回 E

か い

AAE以降 E

い こ う

Aの AE論点 E

ろんてん

Aについて 

 

AE第 E

だ い

A５AE回 E

か い

A  AE平成 E

へいせい

A27AE年 E

ね ん

A10AE月 E

が つ

A21AE日 E

に ち

A（AE水 E

す い

A） 

  【AE議題 E

ぎ だ い

A】 

(１) AE地域 E

ち い き

AAE移行 E

い こ う

AAE及 E

お よ

Aび A E地域 E

ち い き

AAE生活 E

せいかつ

AAE支援 E

し え ん

Aに AE向 E

む

Aけた A E施策 E

し さ く

AAE展開 E

てんかい

Aの AE方向性 E

ほうこうせい

Aについ

て 

(２) その AE他 E

た

 

 

AE第 E

だ い

A６AE回 E

か い

A  AE平成 E

へいせい

A27AE年 E

ね ん

A12AE月 E

が つ

A22AE日 E

に ち

A（AE火 E

か

A） 

  【AE議題 E

ぎ だ い

A】 

(１) AE地域 E

ち い き

AAE移行 E

い こ う

AAE及 E

お よ

Aび AE地域 E

ち い き

AAE生活 E

せいかつ

AAE支援 E

し え ん

Aに AE向 E

む

Aけた AE拠点 E

きょてん

AAE機能 E

き の う

Aについて 

(２) その AE他 E

た

 

 

AE第 E

だ い

A７AE回 E

か い

A  AE平成 E

へいせい

A28AE年 E

ね ん

A２AE月 E

が つ

A25AE日 E

に ち

A（AE木 E

も く

A） 

  【AE議題 E

ぎ だ い

A】 

(１) AE報告書 E

ほうこくしょ

AAE内容 E

ないよう

Aの AE検討 E

けんとう

Aについて 

(２) その AE他 E

た

 

 



「知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

の 住
す

まい 検討
けんとう

部会
ぶ か い

」での 検討
けんとう

内容
ないよう

の 報告
ほうこく

につい

て 

１ 趣旨
し ゅ し

 

  第
だ い

３期
き

横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

プラン
ぷ ら ん

では、障害者
しょうがいしゃ

の 住
す

まいについて「テーマ
て ー ま

２ 住
す

む、そして 暮
く

らす」の 中
な か

で 取
と

り 組
く

んでいくことを 掲
か か

げています。 

  これを 受
う

けて、横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

の 部会
ぶ か い

として、「知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

の 住
す

まい 検討
けんとう

部会
ぶ か い

」を 設置
せ っ ち

し、行動
こうどう

障害
しょうがい

のある 方
か た

の 住
す

まいに

係
か か

る 検討
けんとう

を 進
す す

め、平成
へいせい

28年
ね ん

３月
が つ

、報告書
ほうこくしょ

が 取
と

りまとめられましたので

報告
ほうこく

します。 

 

２ 報告書
ほうこくしょ

要旨
よ う し

 

本検討 E

ほんけんとう

A26TAE部会 E

ぶ か い

Aでは、A E障害 E

しょうがい

AAE福祉 E

ふ く し

AAE従事者 E

じゅうじしゃ

Aの「 A E人材 E

じんざい

AAE育成 E

いくせい

A」と、A E行動 E

こうどう

AA E障害 E

しょうがい

Aのあ

る AE方 E

か た

Aが A E地域 E

ち い き

Aで AE生活 E

せいかつ

Aを AE送 E

お く

Aるために A E必要 E

ひつよう

Aな「 AE地域 E

ち い き

AAE移行 E

い こ う

Aや A E地域 E

ち い き

AAE生活 E

せいかつ

Aを AE支 E

さ さ

A

える AE機能 E

き の う

A（ A E拠点 E

きょてん

AAE機能 E

き の う

A）」の A E大 E

お お

Aきく２つの A E柱 E

はしら

Aに A E分 E

わ

Aけて AE議論 E

ぎ ろ ん

Aが AE進 E

す す

Aめられ、A

E当該 E

とうがい

A２つの A E側面 E

そくめん

Aから、 AE行動 E

こうどう

AA E障害 E

しょうがい

Aのある A E方 E

か た

Aの AE地域 E

ち い き

AAE移行 E

い こ う

AAE及 E

お よ

Aび A E地域 E

ち い き

AAE生活 E

せいかつ

A

に AE向 E

む

Aけて A E必要 E

ひつよう

Aな AE施策 E

し さ く

Aの AE方向性 E

ほうこうせい

Aが A E取 E

と

Aりまとめられました。 

 

  
【人材

じんざい

育成
いくせい

に係
かか

る方向性
ほうこうせい

】 

・行動
こうどう

障害
しょうがい

に関
かか

わる研修
けんしゅう

において、標準化
ひょうじゅんか

された支援
し え ん

手法
しゅほう

を広
ひろ

く浸
しん

透
とう

させ、支援者
し え んし ゃ

が「どのような経験
けいけん

を積
つ

み重
かさ

ねていけば良
よ

いか」な

ど、 自
みずか

らのキャリア
き ゃ り あ

を意識
い し き

できるような仕組
し く

みも踏
ふ

まえた、本市
ほ ん し

全体
ぜんたい

で支
ささ

えていくための「オール
お ー る

横浜市
よ こ は ま し

」としての人材
じんざい

育成
いくせい

体系
たいけい

の

構築
こうちく

が必要
ひつよう

です。 

・疲弊感
ひ へ いか ん

や孤立感
こ り つか ん

を軽減
けいげん

するために、支援
し え ん

手法
しゅほう

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に関
かか

わる

情報
じょうほう

提供
ていきょう

など、現場
げ ん ば

で 働
はたら

く職員
しょくいん

をフォローアップ
ふ ぉ ろ ー あ っ ぷ

する仕組
し く

みの

構築
こうちく

が必要
ひつよう

です。 

【地域
ち い き

移行
い こ う

や地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

える機能
き の う

（拠点
きょてん

機能
き の う

）に係
かか

る方向性
ほうこうせい

】 

・行動
こうどう

障害
しょうがい

のある方
かた

の支援
し え ん

に直接
ちょくせつ

関
かか

わる職員
しょくいん

や相談員
そうだんいん

に対
たい

する専門的
せんもんてき

な助言
じょげん

（コンサルテーション
こ ん さ る て ー し ょ ん

）など、「質
しつ

の基準
きじゅん

を管理
か ん り

（支援
し え ん

の質
しつ

の

可視化
か し か

）」する拠点
きょてん

機能
き の う

を整備
せ い び

して、地域
ち い き

で生活
せいかつ

しやすい環境
かんきょう

づくり

に一層
いっそう

取
と

り組
く

むことが必要
ひつよう

です。 

・生活
せいかつ

の継続
けいぞく

が困難
こんなん

になった方
かた

が保護
ほ ご

入院
にゅういん

等
とう

になる前
まえ

に、適切
てきせつ

な支援
し え ん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

に基
もと

づく支援
し え ん

によって安定化
あんていか

し、地域
ち い き

生活
せいかつ

を選択
せんたく

できるよ

うな生活
せいかつ

を立
た

て直
なお

す機能
き の う

を含
ふく

めた住
す

まいの場
ば

を整備
せ い び

していくことが

必要
ひつよう

です。 

資料２ 



26T３ AE報告書 E

ほうこくしょ

Aに AE係 E

か か

Aる AE意見 E

い け ん

AAE等 E

と う

 

26TA E本報告書 E

ほんほうこくしょ

A の A E取 E

と

A りまとめを A E受 E

う

A け、 A E知的 E

ち て き

AA E関連 E

かんれん

AA E施設協 E

しせつきょう

AA E議会 E

ぎ か い

A や A

Eグループホーム E

ぐ る ー ぷ ほ ー む

AAE連絡会 E

れんらくかい

A（ AE役員会 E

やくいんかい

A）、A E障害者 E

しょうがいしゃ

AAE支援 E

し え ん

AAE施設 E

し せ つ

AAE等 E

と う

Aに A E報告書 E

ほうこくしょ

Aの AE説明 E

せつめい

A

を A E行 E

おこな

Aうとともに、 A E方向性 E

ほうこうせい

Aに AE係 E

か か

Aる AE意見 E

い け ん

AAE等 E

と う

Aを A E伺 E

うかが

Aいました。（ A E平成 E

へいせい

A28AE年 E

ね ん

A４

～５ AE月 E

が つ

A） 

26T  【 AE主 E

お も

Aな AE意見 E

い け ん

A】 

26T   ・ 26TAEオール E

お ー る

AAE横浜市 E

よ こ は ま し

Aの AE取組 E

とりくみ

Aには A E 協力 E

きょうりょく

Aする。 

26T・ 26TA E研修 E

けんしゅう

Aは、 A E持 E

も

Aち AE帰 E

か え

Aってすぐに A E使 E

つ か

Aえるものではないので、 A

Eコンサルテーション E

こ ん さ る て ー し ょ ん

A（ A E職員 E

しょくいん

Aを AEフォローアップ E

ふ ょ ろ ー あ っ ぷ

Aする A E仕組 E

し く

Aみ）を A E入 E

い

A

れることは A E効果的 E

こ う か て き

Aだと AE思 E

お も

Aう。 

26T・ 26TA E入所 E

にゅうしょ

AAE施設 E

し せ つ

Aと AEグループホーム E

ぐ る ー ぷ ほ ー む

Aとの A E中間的 E

ちゅうかんてき

Aな AE規模 E

き ぼ

Aの A E施設 E

し せ つ

A（ AE大規模 E

だ い き ぼ

AA

Eグループホーム E

ぐ る ー ぷ ほ ー む

A）が AE必要 E

ひつよう

Aだと A E思 E

お も

Aう。 

26T・26TA E入所 E

にゅうしょ

AAE施設 E

し せ つ

Aは AE地域 E

ち い き

AAE移行 E

い こ う

Aに AE向 E

む

Aけた A E通過型 E

つ う か が た

Aの AE施設 E

し せ つ

Aであり、A E地域 E

ち い き

AAE移行 E

い こ う

A

に AE係 E

か か

Aる A E考 E

かんが

Aえ AE方 E

か た

Aはその AE通 E

と お

Aりである。 

 

４ 今後
こ ん ご

の 施策
し さ く

展開
てんかい

 

本検討 E

ほんけんとう

A26TAE部会 E

ぶ か い

Aでの AE報告 E

ほうこく

Aを A E踏 E

ふ

Aまえ、 AE行動 E

こうどう

AA E障害 E

しょうがい

Aのある AE方 E

か た

Aの A E住 E

す

Aまい AE選択 E

せんたく

A

の AEニーズ E

に ー ず

Aに A E応 E

こ た

Aえられるよう、 A E必要 E

ひつよう

Aな AE施策 E

し さ く

Aを A E展開 E

てんかい

Aしてまいります。 

26T  AE平成 E

へいせい

A28 AE年度 E

ね ん ど

Aは、 26TAE行動 E

こうどう

AA E障害 E

しょうがい

Aに A E係 E

か か

Aる AE支援 E

し え ん

AAE手法 E

しゅほう

Aを A E広 E

ひ ろ

Aく AE浸透 E

しんとう

Aさせるため、A

E市内 E

し な い

Aの A E障害 E

しょうがい

AAE福祉 E

ふ く し

Aに AE関 E

か か

Aわる A E職員 E

しょくいん

Aを A E対象 E

たいしょう

Aとした A E研修 E

けんしゅう

Aを AE開催 E

かいさい

Aする AE他 E

ほ か

A、AE拠点 E

きょてん

AA

E等 E

と う

Aの AE設置 E

せ っ ち

Aに AE向 E

む

Aけた AE検討 E

けんとう

Aを AE進 E

す す

Aめます。 

 

26T５ AE報告書 E

ほうこくしょ

 

26T  A E別添 E

べってん

AA E参照 E

さんしょう

 

  



26T《 AE参 E

さ ん

A AE考 E

こ う

A》 

26T  26TAE知的 E

ち て き

AA E障害者 E

しょうがいしゃ

Aの AE住 E

す

Aまい AE検討 E

けんとう

AAE部会 E

ぶ か い

Aの AE他 E

ほ か

A、26TAE精神 E

せいしん

AAE保健 E

ほ け ん

AAE福祉審 E

ふ く し し ん

AAE議会 E

ぎ か い

Aの AE部会 E

ぶ か い

A

として、「 AE精神 E

せいしん

AA E障害者 E

しょうがいしゃ

Aの AE住 E

す

Aまい AE検討 E

けんとう

AAE部会 E

ぶ か い

A」を AE設置 E

せ っ ち

Aし、A E長期 E

ちょうき

AA E入院者 E

にゅういんしゃ

Aの A

E地域 E

ち い き

Aへの AE移行 E

い こ う

Aや A E民間 E

みんかん

AA E住宅 E

じゅうたく

Aの A E入 E

にゅう

AAE居 E

き ょ

AAE促進 E

そくしん

AAE等 E

と う

Aに AE係 E

か か

Aる A E検討 E

けんとう

Aを A E行 E

おこな

Aい、A E平成 E

へいせい

A27 AE年 E

ね ん

A8 AE月 E

が つ

Aに AE報告書 E

ほうこくしょ

Aの AE取 E

と

Aりまとめを A E受 E

う

Aけました。（ 26TA E平成 E

へいせい

A28AE年 E

ね ん

A３ AE月 E

が つ

A24A E日 E

に ち

AA

E開催 E

かいさい

Aの AE精神 E

せいしん

AAE保健 E

ほ け ん

AAE福祉審 E

ふ く し し ん

AAE議会 E

ぎ か い

Aに AE報告 E

ほうこく

A） 

  本報告書
ほんほうこくしょ

を 受
う

け、平成
へいせい

28年度
ね ん ど

、精神
せいしん

障害
しょうがい

の 当事者
と う じ し ゃ

を 対象
たいしょう

とした

アンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

を 実施
じ っ し

します。 

 

   
  【報告書

ほうこくしょ

要旨
よ う し

】 

   ・貸主
かしぬし

の不安
ふ あ ん

などによる民間
みんかん

住宅
じゅうたく

契約上
けいやくじょう

の課題
か だ い

や、現行
げんこう

の支援
し え ん

事業
じぎょう

が民間
みんかん

住宅
じゅうたく

入居
にゅうきょ

という視点
し て ん

から見
み

た場合
ば あ い

、貸主
かしぬし

の不安
ふ あ ん

にこたえる制度
せ い ど

となって

おらず課題
か だ い

となっていることが指摘
し て き

。 

・課題
か だ い

を受
う

け、民間
みんかん

住宅
じゅうたく

を支援
し え ん

団体
だんたい

が借
か

り上
あ

げサブ
さ ぶ

リース
り ー す

する仕組
し く

み、

入居
にゅうきょ

した障害者
しょうがいしゃ

の相談
そうだん

支援
し え ん

、地域
ち い き

移行
い こ う

した場合
ば あ い

のグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

への

運営費
うんえいひ

加算
か さ ん

、民間
みんかん

住宅
じゅうたく

に移行
い こ う

した場合
ば あ い

の家賃
や ち ん

補助
ほ じ ょ

、サテライト型
さ て ら い と が た

の

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の推進
すいしん

などが提案
ていあん

された。 

・施策
し さ く

の実施
じ っ し

可能性
かのうせい

を検
けん

証
しょう

するため、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

に入
にゅう

居
きょ

している精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

や、精神科
せいしんか

病院
びょういん

に入院
にゅういん

している患者
かんじゃ

、家族
か ぞ く

と生活
せいかつ

している精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の実態
じったい

や意向
い こ う

を調査
ちょうさ

し、ニーズ
に ー ず

がどの程度
て い ど

があるのか把握
は あ く

するた

めの調査
ちょうさ

を行
おこな

う。 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

行動
こ う ど う

障害
し ょ う が い

のある方
か た

の地域
ち い き

移行
い こ う

及
お よ

び

地域
ち い き

生活
せ い か つ

に向
む

けた方向性
ほ う こ う せ い

について 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

の住
す

まい検討
けんとう

部会
ぶ か い

 報告書
ほうこくしょ

 

（平成
へいせい

28年
ねん

３月
がつ

） 
  



 

  



 

 

 

 

  



１．はじめに

重
お も

い知的
ち て き

障害
しょうがい

と 著
いちじる

しい行動
こ う ど う

障害
しょうがい

を併
あわ

せもつがゆえに、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
と う

の受
う

け入
い

れ拒否
き ょ ひ

が

あったり、不適切
ふ て き せ つ

で過度
か ど

の行動
こ う ど う

制限
せいげん

が続
つづ

けられたり、医療的
い り ょ う て き

な効果
こ う か

を問
と

わない長期
ち ょ う き

入院
にゅういん

が

黙認
も く に ん

される時代
じ だ い

は早
はや

く終
お

わりにしたい。さらに、障害
しょうがい

のある本人
ほんにん

もその家族
か ぞ く

も決
け っ

して望
のぞ

んではい

ない、住
す

み慣
な

れた街
ま ち

から遠
と お

く離
はな

れた病院
びょういん

や施設
し せ つ

で別
わか

れ離
ばな

れに生活
せいかつ

せざるを得
え

ない現状
げんじょう

も無
な

く

したい。 

この想
お も

いは、 私
わたし

たち「知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

の住
す

まい検討
け ん と う

部会
ぶ か い

」委員
い い ん

全員
ぜんいん

の強
つよ

い願
ねが

いですし、横浜市
よ こ は ま し

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に 携
たずさ

わるすべての人
ひ と

が実現
じつげん

したいと願
ねが

っているはずです。ところが、この願
ねが

いを１０

０ ％
パーセント

実現
じつげん

するには、想
お も

いや理念
り ね ん

だけでは超
こ

えられない大
おお

きな山
やま

がいくつもあります。どんな大
おお

きさの山
やま

がいくつあり、どのように攻略
こうりゃく

できるか、いくつもの事例
じ れ い

をあげて議論
ぎ ろ ん

し、各委員
か く い い ん

の様々
さ ま ざ ま

なアイディア
あ い で ぃ あ

を出
だ

し合
あ

った７回
かい

の部会
ぶ か い

でした。 

著
いちじる

しい行動
こ う ど う

障害
しょうがい

のある人
ひ と

を支
さ さ

えるための社会的
し ゃ か い て き

課題
か だ い

を「強度
き ょ う ど

行動
こ う ど う

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

」と名付
な づ

け、

その対策
た い さ く

が研究
けんきゅう

され始
は じ

めてから、すでに四半
し は ん

世紀
せ い き

が過
す

ぎています。先駆的
せ ん く て き

な取
と

り組
く

みを 行
おこな

っ

ている福祉
ふ く し

・医療
い り ょ う

機関
き か ん

等
と う

では、十分
じゅうぶん

な成果
せ い か

が得
え

られる標準的
ひょうじゅんてき

な支援
し え ん

方法
ほ う ほ う

を確立
か く り つ

し、組織
そ し き

をあ

げての献身的
け ん し ん て き

な支援
し え ん

を継続
け い ぞ く

しています。しかし、このような標準的
ひょうじゅんてき

な支援
し え ん

方法
ほ う ほ う

を 行
おこな

っている

機関
き か ん

は一部
い ち ぶ

に過
す

ぎず、さらに、地域
ち い き

全体
ぜんたい

で成果
せ い か

を出
だ

している実践
じっせん

事例
じ れ い

もほとんどありません。 

本検討
ほ ん け ん と う

部会
ぶ か い

では、 著
いちじる

しい行動
こ う ど う

障害
しょうがい

のある人
ひ と

が安心
あん し ん

して生活
せいかつ

できる仕組
し く

み作
づ く

りに向
む

け、

特定
と く て い

の事業所
じ ぎ ょ う し ょ

や施設
し せ つ

に依
い

存
ぞん

するのではなく、横浜市
よ こ は ま し

全体
ぜんたい

で取
と

り組
く

む必要
ひ つ よ う

があることを共通
きょうつう

認識
に ん し き

しました。そして、早急
そうきゅう

に取
と

り組
く

むべき課題
か だ い

として、「人材
じ ん ざい

育成
い くせい

」と「拠点
き ょ て ん

機能
き の う

」の２つの方
ほ う

向性
こ う せ い

が重要
じゅうよう

であると結論
けつろん

づけました。この報告書
ほ う こ く し ょ

では、オール
お ー る

横浜市
よ こ は ま し

の成果
せ い か

を目指
め ざ

し、現在
げんざい

知
し

りうる限
かぎ

りの方向性
ほ う こ う せ い

をまとめたつもりです。しかし、「人材
じ ん ざい

育成
い くせい

」も「拠点
き ょ て ん

機能
き の う

」も、現時点
げ ん じ て ん

では

実在
じつざい

しない新
あたら

しい取
と

り組
く

みです。来年度
ら い ね ん ど

以降
い こ う

、この２つの方
ほ う

向性
こ う せ い

は、どのように動
う ご

き出
だ

し、どん

な成果
せ い か

を生
う

み出
だ

していけるか、しっかりと評価
ひ ょ う か

し、再検討
さ い け ん と う

する必要
ひ つ よ う

があります。 

さらに、本検討
ほ ん け ん と う

部会
ぶ か い

では、 著
いちじる

しい行動
こ う ど う

障害
しょうがい

のある人
ひと

の支援
し え ん

に欠
か

かせない、医療
い り ょ う

との具体的
ぐ た い て き

な連携
れんけい

の仕組
し く

みや入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

に求
も と

められる役割
や く わ り

等
と う

について、十分
じゅうぶん

な議論
ぎ ろ ん

ができませんでした。

２つの方
ほ う

向性
こ う せ い

に向
む

けての取
と

り組
く

みと並行
へ い こ う

して検討
け ん と う

する必要
ひ つ よ う

のある課題
か だ い

です。 

熱心
ねっしん

に課題
か だ い

の整理
せ い り

と議論
ぎ ろ ん

にご参加
さ ん か

いただいた各委員
か く い い ん

に感謝
か ん し ゃ

の意
い

を表
ひょう

するとともに、次
じ

年度
ね ん ど

以降
い こ う

、行動
こ う ど う

障害
しょうがい

のある人
ひ と

が安心
あん し ん

して地域
ち い き

生活
せいかつ

できる横浜市
よ こ は ま し

に一歩
い っ ぽ

ずつ近
ちか

づいていくことを強
つよ

く願
ねが

います。 

知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

の住
す

まい検討
けんとう

部会
ぶ か い

 部
ぶ

会長
かいちょう

 志賀
し が

利一
としかず

1



２ 検討
けんとう

経過
け い か

回
かい

 開催
かいさい

日
び

議題
ぎ だ い

 

第
だい

1回
かい

 
平成
へいせい

27年
ねん

 

5月
がつ

28日
にち

(木
も く

) 

(1) 知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

の住
す

まい検討
け ん と う

部会
ぶ か い

について

(2) 横浜市
よ こ は ま し

の行動
こ う ど う

障害者
しょうがいしゃ

の現状
げんじょう

について

(3) 検討
け ん と う

内容
な い よ う

について

(4) 今後
こ ん ご

のスケジュール
す け じ ゅ ー る

について

第
だい

2回
かい

 
平成
へいせい

27年
ねん

 

6月
がつ

23日
にち

(火
か

) 

(1) 地域
ち い き

移行
い こ う

するための支援
し え ん

及
およ

び地域
ち い き

生活
せいかつ

を継続
けいぞく

するた

めの支援
し え ん

について

(2) その他
た

第
だい

3回
かい

 
平成
へいせい

27年
ねん

 

7月
がつ

29日
にち

(水
すい

) 

(1) 地域
ち い き

移行
い こ う

するための支援
し え ん

及
およ

び地域
ち い き

生活
せいかつ

を継続
けいぞく

するた

めの支援
し え ん

について

(2) その他
た

第
だい

4回
かい

 
平成
へいせい

27年
ねん

 

8月
がつ

31日
にち

(月
げつ

) 

(1) 中間
ちゅうかん

報告書
ほ う こ く し ょ

の取
と

りまとめについて

(2) 第
だい

５回
かい

以降
い こ う

の論点
ろんてん

について

平成
へいせい

27年
ねん

９月
がつ

 中間
ちゅうかん

報告
ほ う こ く

 

第
だい

5回
かい

 
平成
へいせい

27年
ねん

 

10月
がつ

21日
にち

(水
すい

) 

(1) 地域
ち い き

移行
い こ う

及
およ

び地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

に向
む

けた施策
し さ く

展開
てんかい

の

方向性
ほ う こ う せ い

について

(2) その他
た

第
だい

6回
かい

 
平成
へいせい

27年
ねん

 

12月
がつ

22日
にち

(火
か

) 

(1) 地域
ち い き

移行
い こ う

及
およ

び地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

に向
む

けた拠点
き ょ て ん

機能
き の う

に

ついて

(2) その他
た

第
だい

7回
かい

 
平成
へいせい

28年
ねん

 

2月
がつ

25日
にち

(木
も く

）

(1) 報告書
ほ う こ く し ょ

内容
な い よ う

の検討
け ん と う

について

(2) その他
た

2



第
だい

１回
かい

 

○ 部
ぶ

会長
かいちょう

選出
せんしゅつ

 

○ 知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

の中
なか

でも、特
と く

に地域
ち い き

移行
い こ う

への課題
か だ い

が大
おお

きい行動
こ う ど う

障害
しょうがい

を対象
たいしょう

として議論
ぎ ろ ん

を

進
すす

めることを確認
か く に ん

 

○ 入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

やグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の利用者
り よ う し ゃ

の状況
じょうきょう

等
と う

を基
も と

に、横浜市
よ こ は ま し

における行動
こ う ど う

障害
しょうがい

の

現状
げんじょう

を確認
か く に ん

 

○ 部
ぶ

会長
かいちょう

から国
く に

の行動
こ う ど う

障害
しょうがい

支援
し え ん

に係
かか

る取組
と り く み

状況
じょうきょう

説明
せつめい

を受
う

け、行動
こ う ど う

障害
しょうがい

への認識
に ん し き

を共有
きょうゆう

 

○ 行動
こ う ど う

障害
しょうがい

のある方
かた

の現状
げんじょう

として、「住
す

まいの選択肢
せ ん た く し

の不足
ふ そ く

」「ノウハウ
の う は う

を共有化
き ょ う ゆ う か

する仕組
し く

みが不足
ふ そ く

」している現状
げんじょう

を確認
か く に ん

 

第
だい

２回
かい

 

○ 各委員
か く い い ん

が実際
じ っ さ い

に支援
し え ん

に関
かか

わった具体的
ぐ た い て き

な事例
じ れ い

を通
と お

して、本検討
ほ ん け ん と う

部会
ぶ か い

で議論
ぎ ろ ん

を進
すす

める

行動
こ う ど う

障害像
しょうがいぞう

を認識
に ん し き

・共有
きょうゆう

〇 現在
げんざい

行
おこな

っている行動
こ う ど う

障害
しょうがい

のある方
かた

への具体的
ぐ た い て き

な手法
し ゅ ほ う

や研修
けんしゅう

を共有
きょうゆう

 

第
だい

３回
かい

 

○ 独立
ど く り つ

行政
ぎょうせい

法人
ほ う じ ん

国立
こ く り つ

重度
じ ゅ う ど

知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

総合
そ う ご う

施設
し せ つ

 のぞみの園
その

の事例
じ れ い

を通
と お

して、現場
げ ん ば

での

支援
し え ん

方法
ほ う ほ う

や地域
ち い き

移行
い こ う

までの流
なが

れを共有
きょうゆう

 

○ 行動
こ う ど う

障害
しょうがい

のある方
かた

が生活
せいかつ

を立
た

て直
なお

せるような仕組
し く

みが不足
ふ そ く

していることを確認
か く に ん

 

○ 行動
こ う ど う

障害
しょうがい

のある方
かた

への支援
し え ん

手法
し ゅ ほ う

に差
さ

があり、ノウハウ
の う は う

も不足
ふ そ く

している現状
げんじょう

を確認
か く に ん

 

第
だい

４回
かい

 

○ 中間
ちゅうかん

報告書
ほ う こ く し ょ

に向
む

けて記載
き さ い

するべき項目
こ う も く

などを検討
け ん と う

 

○ 今後
こ ん ご

の検討
け ん と う

部会
ぶ か い

における議論
ぎ ろ ん

の方向性
ほ う こ う せ い

を確認
か く に ん

 

―――――――――――― 中間
ちゅうかん

報告書
ほ う こ く し ょ

の取
と

りまとめ ―――――――――――― 

中間
ちゅうかん

報告書
ほ う こ く し ょ

の要旨
よ う し

 

 ・市内
し な い

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に関
かか

わる人材
じんざい

の中
なか

で、行動
こ う ど う

障害
しょうがい

に係
かか

る支援
し え ん

手法
し ゅ ほ う

が確立
か く り つ

・浸透
し ん と う

していない

ため、国
く に

の強度
き ょ う ど

行動
こ う ど う

障害
しょうがい

研修
けんしゅう

などで支援
し え ん

の標準化
ひょうじゅんか

に取
と

り組
く

み、共通
きょうつう

の言語
げ ん ご

を持
も

つ必要
ひつよう

が

ある。 

・行動
こ う ど う

障害
しょうがい

があっても、 Ｇ Ｈ
ぐるーぷほーむ

で生活
せいかつ

をすることができるよう、支援
し え ん

の共有化
き ょ う ゆ う か

（言語
げ ん ご

の

共通化
き ょ う つ う か

）を図
はか

るとともに、 G H
ぐるーぷほーむ

職員
しょくいん

への専門的
せんもんてき

支援
し え ん

が 行
おこな

える仕組
し く

みを検討
け ん と う

する必要
ひつよう

があ

る。 

・一時
い ち じ

保護
ほ ご

やレスパイト
れ す ぱ い と

としての利用
り よ う

だけでなく、地域
ち い き

での生活
せいかつ

を整
ととの

えるための中間的
ちゅうかんてき

な

支援
し え ん

が必要
ひつよう

である。 

・行動
こ う ど う

障害
しょうがい

のある方
かた

が、地域
ち い き

で安定
あんてい

して生活
せいかつ

するためには、日中
にっちゅう

活動
かつどう

と住
す

まいに係
かか

る支援
し え ん

と

の連続性
れんぞくせい

という視点
し て ん

が重要
じゅうよう

である。 
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第
だい

５回
かい

 

○ 生活
せいかつ

を立
た

て直
なお

す仕組
し く

みやスーパーバイズ
す ー ぱ ー ば い ず

の仕組
し く

みを検討
け ん と う

 

○ 各委員
か く い い ん

の 考
かんが

える支援
し え ん

機能
き の う

（拠点
き ょ て ん

機能
き の う

）を、第
だい

６回
かい

検討
け ん と う

部会
ぶ か い

に提示
て い じ

することを確認
か く に ん

 

第
だい

６回
かい

 

○ 各委員
か く い い ん

から提示
て い じ

された支援
し え ん

機能
き の う

（拠点
き ょ て ん

機能
き の う

）をもとに、行動
こ う ど う

障害
しょうがい

のある方
かた

の地域
ち い き

移行
い こ う

や

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

において必要
ひ つ よ う

な機能
き の う

や拠点
き ょ て ん

のイメージ
い め ー じ

を検討
け ん と う

 

○ 住
す

まいの場
ば

の確保
か く ほ

にあたっては、将来的
しょうらいてき

に拠点的
き ょ て ん て き

な機能
き の う

が必要
ひ つ よ う

であるということを確認
か く に ん

 

第
だい

７回
かい

 

○ 報告書
ほ う こ く し ょ

の取
と

りまとめに向
む

けた内容
な い よ う

の検討
け ん と う

 

横浜市
よ こ は ま し

では 、これまで“身近
み ぢ か

な地域
ち い き

で暮
く

らす”という 考
かんが

えのもと、地域
ち い き

移行
い こ う

を促進
そ く し ん

す

るための仕組
し く

みづくりを 行
おこな

ってきており、平成
へいせい

４年
ねん

以降
い こ う

に整備
せ い び

された障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

に

は、小舎制
しょうしゃせい

・ユニット制
ゆ に っ と せ い

（個室化
こ し つ か

）を導入
どうにゅう

してきました。 

また、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

についても、障害
しょうがい

の重
お も

い方
かた

も地域
ち い き

での生活
せいかつ

が継続
け い ぞ く

できるよう、国
く に

に先
さ き

がけて Ｇ Ｈ
ぐるーぷほーむ

整備
せ い び

に係
かか

る市
し

独自
ど く じ

の補助
ほ じ ょ

金
き ん

を交
こ う

付
ふ

するなど、“地域
ち い き

で自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
お く

るための場
ば

”として、仕組
し く

みを整
ととの

えてきました。 

しかしながら、障害者
しょうがいしゃ

の生活
せいかつ

を支
さ さ

える様々
さ ま ざ ま

な障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

は整
ととの

ってきているもの

の、障害者
しょうがいしゃ

が地域
ち い き

の中
なか

で希望
き ぼ う

に合
あ

った暮
く

らしを選択
せ ん た く

することが十分
じゅうぶん

にできているとは言
い

え

ず、家族
か ぞ く

が中心
ちゅうしん

となって、障害者
しょうがいしゃ

の生活
せいかつ

を不安定
ふ あ ん て い

ながらも支
さ さ

えている現状
げんじょう

があります。 

中
なか

でも、親
おや

の高齢化
こ う れ い か

等
と う

によって、行動
こ う ど う

障害
しょうがい

のある方
かた

を支
さ さ

える生活
せいかつ

基盤
き ば ん

が崩
く ず

れてきてい

る方々
かたがた

の生活
せいかつ

の不安定
ふ あ ん て い

さには早急
そうきゅう

に対応
た い お う

していく必要
ひ つ よ う

があります。 

そのため、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

の中
なか

でも特
と く

に地域
ち い き

移行
い こ う

に課題
か だ い

がある行動
こ う ど う

障害
しょうがい

へ取組
と り く

むことが

必要
ひ つ よ う

と認識
に ん し き

し、平成
へいせい

27年度
ね ん ど

から開始
か い し

した第
だい

３期
き

横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

プラン
ぷ ら ん

において「行動
こ う ど う

障害
しょうがい

のある方
かた

の住
す

まいの検討
け ん と う

」を取組
と り く み

項目
こ う も く

に掲
かか

げました。 

これを受
う

けて、「知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

の住
す

まい検討
け ん と う

部会
ぶ か い

」（以下
い か

「検討
け ん と う

部会
ぶ か い

」という）を平成
へいせい

27年
ねん

5

月
がつ

に立
た

ち上
あ

げ、行動
こ う ど う

障害
しょうがい

のある方
かた

の“住
す

まい”において、必要
ひ つ よ う

とされる支援
し え ん

を整理
せ い り

するとと

もに、その支援
し え ん

体制
たいせい

のある生活
せいかつ

の仕組
し く

みづくり等
と う

について、平成
へいせい

28年
ねん

２月
がつ

までに計
けい

７回
かい

の

検討
け ん と う

を重
か さ

ね、この報告書
ほ う こ く し ょ

を取
と

りまとめました。 
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３ 行動
こうどう

障 害
しょうがい

のある方
かた

の地域
ち い き

移行
い こ う

及
およ

び地域
ち い き

生活
せいかつ

に向
む

けた方向性
ほうこうせい

について     

検討
け ん と う

部会
ぶ か い

においては、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

従事者
じ ゅ う じ し ゃ

の「人材
じ ん ざい

育成
い くせい

」と、行動
こ う ど う

障害
しょうがい

のある方
かた

が地域
ち い き

で生活
せいかつ

を送
お く

るために必要
ひ つ よ う

な「地域
ち い き

移行
い こ う

や地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
さ さ

える機能
き の う

（拠点
き ょ て ん

機能
き の う

）」の大
おお

きく２

つの柱
はしら

に分
わ

けて議論
ぎ ろ ん

を進
すす

めてきました。 

それは、行動
こ う ど う

障害
しょうがい

のある方
かた

が良
よ

い支援
し え ん

を受
う

けられずに困
こ ま

っていることや、行動
こ う ど う

障害
しょうがい

の

ある方
かた

への支援
し え ん

が困
こん

窮
きゅう

している現状
げんじょう

と支援
し え ん

する現場
げ ん ば

が疲弊
ひ へ い

している状況
じょうきょう

等
と う

を踏
ふ

まえ、

検討
け ん と う

部会
ぶ か い

として今後
こ ん ご

の施策
し さ く

の方向性
ほ う こ う せ い

を取
と

りまとめるには、切
き

り離
はな

して議論
ぎ ろ ん

を進
すす

めることが

効率的
こ う り つ て き

であり、かつ現場
げ ん ば

の実態
じったい

に則
そ く

したものになると 考
かんが

えたためです。 

そのため、中間
ちゅうかん

報告書
ほ う こ く し ょ

においては、人材
じ ん ざい

育成
い くせい

と各種
か く し ゅ

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

（施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

、短期
た ん き

入所
にゅうしょ

等
と う

）から見
み

て重要
じゅうよう

となる視点
し て ん

・要素
よ う そ

を取
と

りまとめました。 

その後
ご

、具体的
ぐ た い て き

な「拠点
き ょ て ん

機能
き の う

」の展開
てんかい

に関
かか

わる「スーパーバイズ
す ー ぱ ー ば い ず

できる人材
じ ん ざい

の確保
か く ほ

」や

「人材
じ ん ざい

のコンサルテーション
こ ん さ る て ー し ょ ん

を受
う

ける仕組
し く

みの構築
こ う ち く

」、「地域
ち い き

移行
い こ う

に係
かか

る中長期的
ちゅうちょうきてき

な仕
し

組
く

み」等
と う

について議論
ぎ ろ ん

を積
つ

み重
か さ

ねてきました。 

これまでの検討
け ん と う

経過
け い か

を踏
ふ

まえ、本報告書
ほ ん ほ う こ く し ょ

では、「人材
じ ん ざい

育成
い くせい

」と「拠点
き ょ て ん

機能
き の う

」の２つの側
そ く

面
めん

から、行動
こ う ど う

障害
しょうがい

のある方
かた

の地域
ち い き

移行
い こ う

及
およ

び地域
ち い き

生活
せいかつ

に向
む

けて必要
ひ つ よ う

な施策
し さ く

の方向性
ほ う こ う せ い

を

報告
ほ う こ く

します。 

5



「人材
じ ん ざい

育成
い くせい

」については、「地域
ち い き

で暮
く

らすためには、強度
き ょ う ど

行動
こ う ど う

障害
しょうがい

への支援
し え ん

技術
ぎ じ ゅ つ

を有
ゆ う

する支
さ さ

え手
て

（支援者
し え ん し ゃ

）をどう増
ふ

やしていくか 考
かんが

える必要
ひ つ よ う

がある。」や「研修
けんしゅう

を 行
おこな

うことで、同
おな

じ評価
ひ ょ う か

基準
き じ ゅ ん

や同
おな

じ支援
し え ん

手法
し ゅ ほ う

（共通
きょうつう

の言語
げ ん ご

）で支援
し え ん

することができるようになるので、その

ための体制
たいせい

作
づ く

りを検討
け ん と う

していく必要
ひ つ よ う

がある。」といった委員
い い ん

からの意見
い け ん

も多
おお

く、「支援
し え ん

手法
し ゅ ほ う

の標準化
ひょうじゅんか

」が重要
じゅうよう

であることを改
あらた

めて認識
に ん し き

しました。 

様々
さ ま ざ ま

な支援
し え ん

手法
し ゅ ほ う

があることで、本人
ほんにん

が混
こ ん

乱
ら ん

し、安定
あんてい

した生活
せいかつ

が送
お く

れていない現状
げんじょう

を踏
ふ

まえると、行動
こ う ど う

障害
しょうがい

のある方
かた

を支
さ さ

える支援者
し え ん し ゃ

の育成
い くせい

及
およ

び支援力
し え ん り ょ く

の底上
そ こ あ

げが重要
じゅうよう

かつ喫
き っ

緊
き ん

の課題
か だ い

であり、標準的
ひょうじゅんてき

な支援
し え ん

手法
し ゅ ほ う

を全市
ぜ ん し

で導入
どうにゅう

し、市内
し な い

における人材
じ ん ざい

育成
い くせい

体系
たいけい

を構
こ う

築
ち く

していくことが必要
ひ つ よ う

です。 

さらに、その人材
じ ん ざい

育成
い くせい

体系
たいけい

の円滑
えんかつ

な構築
こ う ち く

を進
すす

めるためには、市内
し な い

法人
ほ う じ ん

が連携
れんけい

し、法人
ほ う じ ん

の枠
わ く

を超
こ

えた「オール
お ー る

横浜市
よ こ は ま し

」としての取組
と り く み

となるよう、横浜市
よ こ は ま し

が音頭
お ん ど

を取
と

って進
すす

めていく

ことが求
も と

められます 

また、委員
い い ん

からは「研修
けんしゅう

等
と う

で得
え

た知識
ち し き

や経験
けいけん

を現場
げ ん ば

に帰
かえ

って、どの程度
て い ど

生
い

かしている

のかにも踏
ふ

み込
こ

んでいくべきである。」や「まずは行動
こ う ど う

障害
しょうがい

の支援
し え ん

の基本
き ほ ん

を決
き

めて、その

基本
き ほ ん

に横浜市
よ こ は ま し

の色
いろ

を加
く わ

えて“横浜
よ こ は ま

基準
き じ ゅ ん

”を作
つ く

ることが必要
ひ つ よ う

である。」など、人材
じ ん ざい

育成
い くせい

を進
すす

めるうえで必要
ひ つ よ う

な要素
よ う そ

についての意見
い け ん

が出
だ

されたほか、第
だい

５回
かい

検討
け ん と う

部会
ぶ か い

以降
い こ う

の議論
ぎ ろ ん

で

は、「 自
みずか

らのキャリア
き ゃ り あ

を意識
い し き

できるような仕組
し く

みが必要
ひ つ よ う

である。」や「支援者
し え ん し ゃ

に対
たい

する相談
そ う だ ん

機能
き の う

を含
ふ く

めたバックアップ
ば っ く あ っ ぷ

体制
たいせい

が必要
ひ つ よ う

である。」など、単
たん

に研修
けんしゅう

による人材
じ ん ざい

育成
い くせい

に留
と ど

まら

ず、支援者
し え ん し ゃ

のキャリアアップ
き ゃ り あ あ っ ぷ

や 働
はたら

きやすい環境
かんきょう

の構築
こ う ち く

などにも踏
ふ

み込
こ

んで議論
ぎ ろ ん

を交
か

わし

ました。 

・行動
こうどう

障 害
しょうがい

に関
かか

わる研 修
けんしゅう

において、標準化
ひょうじゅんか

された支援
し え ん

手法
しゅほう

を広
ひろ

く浸
しん

透
とう

させ、

支援者
し え ん し ゃ

が「どのような経験
けいけん

を積
つ

み重
かさ

ねていけば良
よ

いか」など、 自
みずか

らのキャリ
き ゃ り

ア
あ

を意識
い し き

できるような仕組
し く

みも踏
ふ

まえた、本市
ほ ん し

全体
ぜんたい

で支
ささ

えていくための「オ
お

ー
ー

ル
る

横浜市
よ こ は ま し

」としての人材
じんざい

育成
いくせい

体系
たいけい

の構築
こうちく

が必要
ひつよう

です。 

・疲弊感
ひ へ い か ん

や孤立感
こ り つ か ん

を軽減
けいげん

するために、支援
し え ん

手法
しゅほう

や障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

に関
かか

わる情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

など、現場
げ ん ば

で 働
はたら

く職 員
しょくいん

をフォローアップ
ふ ぉ ろ ー あ っ ぷ

する仕組
し く

みの構築
こうちく

が必要
ひつよう

です。 
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これらの意見
い け ん

を踏
ふ

まえ、現
げん

に行動
こ う ど う

障害
しょうがい

のある方
かた

の支援
し え ん

に直接
ちょくせつ

関
かか

わる人材
じ ん ざい

だけを対象
たいしょう

と

するのではなく、広
ひろ

く市内
し な い

の相談
そ う だ ん

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

に関
かか

わる人材
じ ん ざい

も含
ふ く

めて対象
たいしょう

として、市内
し な い

で行
こ う

動
ど う

障害
しょうがい

を支
さ さ

える力
ちから

を育
そだ

てていくことの必要性
ひつようせい

を確認
か く に ん

し、人材
じ ん ざい

育成
い くせい

に関
かか

わる方向性
ほ う こ う せ い

の報
ほ う

告
こ く

として取
と

りまとめました。 

なお、支援
し え ん

の質
し つ

を 考
かんが

える際
さ い

に、支援者
し え ん し ゃ

目線
め せ ん

で基準
き じ ゅ ん

を 考
かんが

えるのではなく、行動
こ う ど う

障害
しょうがい

の

ある方
かた

「本人
ほんにん

」の行動
こ う ど う

や反応
は ん の う

をしっかり受
う

けとめることで得
え

られるものであるということを、

委員
い い ん

の総意
そ う い

として、ここに申
も う

し添
そ

えます。 
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  「地域
ち い き

移行
い こ う

や地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

える機能
き の う

（拠点
きょてん

機能
き の う

）」については、第
だい

５回
かい

検討
けんとう

部会
ぶ か い

以降
い こ う

の検討
けんとう

で 最
もっと

も時間
じ か ん

を費
つい

やしました。 

  その中
なか

では「行動
こうどう

障害
しょうがい

のある方
かた

への支援
し え ん

は一定
いってい

程度
て い ど

確立
かくりつ

しているが、やり方
かた

が

分
わ

からないというところが大
おお

きい。そのためコンサルテーション
こ ん さ る て ー し ょ ん

や研修
けんしゅう

実施
じ っ し

の機
き

能
のう

を持
も

った拠点
きょてん

が必要
ひつよう

ではないか。」や「小
ちい

さい規模
き ぼ

の事業所
じぎょうしょ

が困
こま

った時
とき

に気軽
き が る

に

相談
そうだん

できるような仕組
し く

みが必要
ひつよう

である。」といった意見
い け ん

が出
だ

されました。 

  また、人材
じんざい

育成
いくせい

の部分
ぶ ぶ ん

で触
ふ

れた「オール
お ー る

横浜市
よこはまし

の人材
じんざい

育成
いくせい

体系
たいけい

」を議論
ぎ ろ ん

する中
なか

で

も「好事例
こうじれい

、失敗
しっぱい

事例
じ れ い

を積
つ

み重
かさ

ねる仕組
し く

みがないので、それらを積
つ

み重
かさ

ねる機能
き の う

を持
も

った拠点
きょてん

が必要
ひつよう

である。」や「支援
し え ん

の基本
き ほ ん

方針
ほうしん

を般化
は ん か

させる機能
き の う

を持
も

ったも

のが必要
ひつよう

である。」といった意見
い け ん

が出
だ

されるなど、行動
こうどう

障害
しょうがい

のある方
かた

の地域
ち い き

移行
い こ う

や

地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

えるための「拠点
きょてん

機能
き の う

」の必要性
ひつようせい

が確認
かくにん

されました。 

  なお、「拠点
きょてん

機能
き の う

」の展開
てんかい

方法
ほうほう

にあたっては、どのような機能
き の う

を持
も

たせるべきか

様々
さまざま

な議論
ぎ ろ ん

が 行
おこな

われましたが、行動
こうどう

障害
しょうがい

に係
かか

る支援
し え ん

手法
しゅほう

のコンサルテーション
こ ん さ る て ー し ょ ん

や相談
そうだん

支援
し え ん

、研修
けんしゅう

をはじめとした人材
じんざい

育成
いくせい

、入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

移行
い こ う

等
とう

に関
かん

する機能
き の う

を

有
ゆう

するとともに、支援
し え ん

の質
しつ

の評価
ひょうか

検証
けんしょう

及
およ

び支援
し え ん

事例
じ れ い

の蓄積
ちくせき

等
とう

を通
つう

じた支援
し え ん

手法
しゅほう

の

検討
けんとう

等
とう

を 行
おこな

う評価
ひょうか

研究
けんきゅう

機能
き の う

を有
ゆう

するべきと 考
かんが

えます。 

  また、拠点
きょてん

機能
き の う

とは別
べつ

に、行動
こうどう

障害
しょうがい

への対応
たいおう

を重点的
じゅうてんてき

に 行
おこな

うグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

な

ど、入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

からの地域
ち い き

移行
い こ う

を視野
し や

に入
い

れた居住
きょじゅう

機能
き の う

を設
もう

け、拠点
きょてん

機能
き の う

からの

支援
し え ん

により、行動
こうどう

障害
しょうがい

のある方
かた

への個別的
こべつてき

な支援
し え ん

手法
しゅほう

の確立
かくりつ

等
とう

を通
つう

じた地域
ち い き

移行
い こ う

及
およ

び住
す

まい選択
せんたく

のニーズ
に ー ず

に応
こた

えていく必要
ひつよう

があると 考
かんが

えます。 

   
  

・行動
こうどう

障 害
しょうがい

のある方
かた

の支援
し え ん

に直 接
ちょくせつ

関
かか

わる職 員
しょくいん

や相談員
そうだんいん

に対
たい

する専門的
せんもんてき

な助言
じょげん

（コンサルテーション
こ ん さ る て ー し ょ ん

）など、「質
しつ

の基準
きじゅん

を管理
か ん り

（支援
し え ん

の質
しつ

の可視化
か し か

）」する拠点
きょてん

機
き

能
のう

を整備
せ い び

して、地域
ち い き

で生活
せいかつ

しやすい環 境
かんきょう

づくりに一層
いっそう

取
と

り組
く

むことが必要
ひつよう

です。 

・生活
せいかつ

の継続
けいぞく

が困難
こんなん

になった方
かた

が保護
ほ ご

入 院
にゅういん

等
とう

になる前
まえ

に、適切
てきせつ

な支援
し え ん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

に基
もと

づく支援
し え ん

によって安定化
あ ん て い か

し、地域
ち い き

生活
せいかつ

を選択
せんたく

できるような生活
せいかつ

を立
た

て直
なお

す機
き

能
のう

を含
ふく

めた住
す

まいの場
ば

を整備
せ い び

していくことが必要
ひつよう

です。 
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さらに、議論
ぎ ろ ん

の中
なか

では「拠点
きょてん

機能
き の う

の中
なか

に医療
いりょう

を含
ふく

めて 考
かんが

えるべきである」とい

った医療
いりょう

との連携
れんけい

や、「大人
お と な

になってからの支援
し え ん

だけで生活
せいかつ

を立
た

て直
なお

すのは容易
よ う い

で

はない」といった療育
りょういく

・教育
きょういく

との連携
れんけい

への意見
い け ん

も多
おお

く挙
あ

げられました。医療
いりょう

と

の連携
れんけい

や、ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

を意識
い し き

した予防的
よぼうてき

な視点
し て ん

での連携
れんけい

の重要性
じゅうようせい

について

は、委員
い い ん

全員
ぜんいん

が共通
きょうつう

認識
にんしき

を持
も

っているものの、拠点
きょてん

機能
き の う

への取
と

り入
い

れ方
かた

など、

具体的
ぐたいてき

な手法
しゅほう

については、検討
けんとう

部会
ぶ か い

で結論
けつろん

を出
だ

すには至
いた

らず、今後
こ ん ご

の課題
か だ い

となり

ました。 

   なお、拠点
きょてん

機能
き の う

の設置
せ っ ち

にあたっては、一部
い ち ぶ

の委員
い い ん

から「徐々
じょじょ

に育
そだ

てていくべき

組織
そ し き

として、センター
せ ん た ー

的
てき

な機能
き の う

を持
も

ったものがどこかの組織
そ し き

に付随
ふ ず い

していても良
よ

い

ので、１か所
しょ

あって、そこでパイロット
ぱ い ろ っ と

事業
じぎょう

としてまずはスタート
す た ー と

させることが必
ひつ

要
よう

だと思
おも

う。10年後
ね ん ご

、20年後
ね ん ご

先
さき

を見据
み す

えた展開
てんかい

が必要
ひつよう

である。」といった意見
い け ん

があった

ほか、居住
きょじゅう

機能
き の う

の設置
せ っ ち

にあたっても、「ハード
は ー ど

としての行動
こうどう

障害
しょうがい

対応
たいおう

グループホー
ぐ る ー ぷ ほ ー

ム
む

を設
もう

けるのではなく、パッケージ
ぱ っ け ー じ

として既存
き そ ん

のグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

をバックアップ
ば っ く あ っ ぷ

し

ていくべきである。」といった意見
い け ん

や「１～２年
ねん

の期間
き か ん

で集 中 的
しゅうちゅうてき

にバックアップ
ば っ く あ っ ぷ

し

ていくべきである。」、「各区
か く く

１～２か所
しょ

程度
て い ど

の設置
せ っ ち

が必要
ひつよう

である。」との発言
はつげん

があ

りました。これら各委員
かくいいん

の意見
い け ん

を精査
せ い さ

したうえでの施策
し さ く

展開
てんかい

が求
もと

められます。 

  横浜市
よこはまし

では二次
に じ

相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

の入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

において、生活
せいかつ

の基盤
き ば ん

が崩
くず

れかけた方
かた

を一定
いってい

期間
き か ん

受
う

け入
い

れて生活
せいかつ

を 整
ととの

える“ミドルステイ
み ど る す て い

”の実施
じ っ し

も検討
けんとう

しています。 

今後
こ ん ご

、横浜市
よこはまし

として施策化
し さ く か

に向
む

けた検討
けんとう

を進
すす

めるにあたっては、ミドルステイ
み ど る す て い

等
とう

も含
ふく

めた市内
し な い

の社会
しゃかい

資源
し げ ん

との連携
れんけい

を十分
じゅうぶん

に図
はか

るとともに、国
くに

の施策
し さ く

の流
なが

れも踏
ふ

ま

えながら、着実
ちゃくじつ

かつ確実
かくじつ

なものとして事業化
じぎょうか

を図
はか

っていくことが、行動
こうどう

障害
しょうがい

のあ

る方
かた

への支援
し え ん

にとって必要
ひつよう

不可決
ふ か け つ

なことであることを申
もう

し添
そ

えます。 
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次じ

ペ
ー

ジ
ぺ

ー
じ

に
拠

点
き

ょ
て

ん

機
能

き
の

う

イ
メ

ー
ジ

い
め

ー
じ

を
掲

載
け

い
さ

い

 

現
状

げ
ん

じ
ょ

う

の
地

域
ち

い
き

移
行

い
こ

う

の
流な

が

れ
 

目
指

め
ざ

す
地

域
ち

い
き

移
行

い
こ

う

の
流な

が

れ
 

行
動

こ
う

ど
う

障
害

し
ょ

う
が

い

の
あ

る
方か

た

の
安

定

あ
ん

て
い

し
た

住す

ま
い

を
設

置

せ
っ

ち

し
、

そ
こ

で
生

活

せ
い

か
つ

を
整

と
と

の

え
、

行
動

こ
う

ど
う

障
害

し
ょ

う
が

い

の
症

状

し
ょ

う
じ

ょ
う

の

安
定

化

あ
ん

て
い

か

を
図は

か

り
、

地
域

ち
い

き

生
活

せ
い

か
つ

を
目

指

め
ざ

す
。 

入
所

施
設

短
期

入
所

・

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ

GH

入
所

者
の

多
く

が
行

動
障

害
を

抱
え

て
お

り
、

そ
の

症
状

を
抱

え
た

ま
ま

で
の

地
域

移
行

は
難

し
く

、
長

期
で

の
入

所
と

な
っ

て
い

る
。

入
所

が
必

要
と

さ
れ

る
行

動
障

害
の

あ
る

方

が
、

入
所

が
か

な
わ

ず
待

機
者

が
生

ま
れ

、

中
に

は
市

外
の

入
所

施
設

へ
の

入
所

や
病

院
へ

入
院

が
余

儀
な

く
さ

れ
て

い
る

方
も

い
る

。

G
H

に
入

居
で

き
な

い

人
が

い
る

。

生
活

の
継

続
が

困
難

に
な

っ
た

方
が

、
生

活

を
立

て
直

す
場

が
な

い
た

め
、

短
期

入
所

を
繰

り
返

し
て

い
る

。

在
宅

市
外

・
病

院
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き
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ん
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能

き
の

う
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メ
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ジ

い
め

ー
じ
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   検討
けんとう

部会
ぶ か い

での議論
ぎ ろ ん

をもとに、上記
じょうき

(2)で述
の

べた施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

を実現
じつげん

するにあた

っての課題
か だ い

をここにまとめます。 

   

  ア
あ

 市内
し な い

法人
ほ う じ ん

の連携
れんけい

 

    市内
し な い

での支援
し え ん

の質
しつ

を確保
か く ほ

し、向上
こうじょう

させていくためには、先
さき

に述
の

べたとおり

事業所
じぎょうしょ

等
とう

の「支援
し え ん

の質
しつ

の可視化
か し か

」は欠
か

かせません。しかし、可視化
か し か

を図
はか

ってい

くためには、その支援
し え ん

の質
しつ

を図
はか

る統
とう

一的
いつてき

な「ものさし」が必要
ひつよう

になります。 

    現在
げんざい

も各法人
かくほうじん

による支援
し え ん

の連携
れんけい

は 行
おこな

われているものの、その「ものさし」

を作
つく

るにあたっては、これまでより一層
いっそう

、膝
ひざ

を突
つ

き合
あ

わせて連携
れんけい

を進
すす

めていく

ことが欠
か

かせないものと 考
かんが

えます。 

    法人
ほうじん

による特色
とくしょく

には配慮
はいりょ

しつつも、その枠
わく

を超
こ

えた仕組
し く

みづくりについて、

横浜市
よこはまし

が音頭
お ん ど

を取
と

って丁寧
ていねい

に進
すす

めてもらいたいと 考
かんが

えます。 

 

  イ
い

 研修
けんしゅう

等
と う

の実施
じ っ し

 

    本検討
ほんけんとう

部会
ぶ か い

では、ほぼ全
すべ

ての回
かい

と言
い

っても良
よ

いほどに、研修
けんしゅう

の必要性
ひつようせい

に係
かか

る

意見
い け ん

が出
だ

されました。委員
い い ん

からは「小
ちい

さい事業所
じぎょうしょ

が参加
さ ん か

しやすい仕組
し く

みが必
ひつ

要
よう

である。」や「研修
けんしゅう

で得
え

た知識
ち し き

や経験
けいけん

を現場
げ ん ば

に生
い

かすための仕組
し く

みづくりが必要
ひつよう

である。」などの意見
い け ん

がある一方
いっぽう

で、「神奈川県
か な が わ け ん

の研修
けんしゅう

を補完
ほ か ん

する 形
かたち

でも良
よ

い」

といった県
けん

の研修
けんしゅう

との連携
れんけい

を意識
い し き

するような意見
い け ん

もありました。 

検討
けんとう

部会
ぶ か い

では具体的
ぐたいてき

な研修
けんしゅう

体制
たいせい

の検討
けんとう

まではできませんでしたが、単
たん

なる

「一
ひと

つの研修
けんしゅう

」で留
とど

めない、横浜市
よこはまし

独自
ど く じ

の特色
とくしょく

を持
も

った具体的
ぐたいてき

な実施
じ っ し

手法
しゅほう

の検
けん

討
とう

を 行
おこな

い、早期
そ う き

実施
じ っ し

に向
む

けて取
と

り組
く

んでいくことが必要
ひつよう

だと 考
かんが

えます。 

 

  ウ
う

 スピード
す ぴ ー ど

感
かん

を持
も

った展開
てんかい

 

    本検討
ほんけんとう

部会
ぶ か い

で交
か

わされた施策
し さ く

の全
すべ

てを実行
じっこう

しようとすれば、それなりの月日
つ き ひ

が必要
ひつよう

になります。 

    しかし、行動
こうどう

障害
しょうがい

によって、生活
せいかつ

が破
は

たんしている方
かた

が一定
いってい

程度
て い ど

いる現 状
げんじょう

を踏
ふ

まえると、まずはできるところから進
すす

めていくことが必要
ひつよう

です。 

    そこで、横浜市
よこはまし

には本報告
ほんほうこく

を十分
じゅうぶん

に踏
ふ

まえた上
うえ

で、まずは、どこに焦 点
しょうてん

を

当
あ

てて進
すす

めていくのか、中長期的
ちゅうちょうきてき

な視点
し て ん

や全国的
ぜんこくてき

な施策
し さ く

の流
なが

れも意識
い し き

しなが

ら、スピード
す ぴ ー ど

感
かん

を持
も

った着実
ちゃくじつ

かつ確実
かくじつ

な施策化
し さ く か

により、安定
あんてい

した地域
ち い き

生活
せいかつ

を送
おく

れ

るための仕組
し く

みづくりに取
と

り組
く

んでもらいたいと 考
かんが

えます。 
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４ 検討
けんとう

部会
ぶ か い

委員
い い ん

から 

３連絡会
れんらくかい

（ G H
ぐるーぷほーむ

、活動
かつどう

ホーム
ほ ー む

、作業所
さぎょうしょ

）の委員
い い ん

としてこの部会
ぶ か い

に参加
さ ん か

させていた

だき、ありがとうございました。ここで出
だ

されたさまざまな意見
い け ん

が、行動障
こうどうしょう

害
がい

のある人
ひと

たちがこの横浜
よこはま

で自分
じ ぶ ん

らしく多様
た よ う

な暮
く

らしをしていけるための施策
し さ く

につながり、第
だい

３期
き

障害者
しょうがいしゃ

プラン
ぷ ら ん

の期間中
きかんちゅう

にはぜひ、「入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

待機者
たいきしゃ

」がゼロ
ぜ ろ

を達成
たっせい

することを切
せつ

に願
ねが

い

ます。

今会
こんかい

に参加
さ ん か

させていただき、皆様
みなさま

と話
はな

し合
あ

いを 行
おこな

う中
なか

で、障
しょう

がいがある方
かた

の安定
あんてい

し

た地域
ち い き

生活
せいかつ

の大切
たいせつ

さと困難
こんなん

さを多角的
たかくてき

に感
かん

じる事
こと

が出来
で き

ました。支援者
しえんしゃ

として当事者
とうじしゃ

を

中心
ちゅうしん

に 考
かんが

える事
こと

は当然
とうぜん

ですが、地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

えるグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

、ヘルパー
へ る ぱ ー

職員
しょくいん

の

現状
げんじょう

を理解
り か い

し不安
ふ あ ん

を支
ささ

える事
こと

で、皆様
みなさま

の生活
せいかつ

がより豊
ゆた

かになるように今後
こ ん ご

も尽力
じんりょく

して

いきたいと思
おも

います。

この部会
ぶ か い

のねらいとして「オール
お ー る

横浜
よこはま

」というキーワード
き ー わ ー ど

があります。法人
ほうじん

の枠
わく

を超
こ

えた、行動
こうどう

障害
しょうがい

のある人
ひと

のための支援
し え ん

ネットワーク
ね っ と わ ー く

構築
こうちく

が必須
ひ っ す

です。

そのためには、各法人
かくほうじん

や事業所
じぎょうしょ

の手法
しゅほう

、色
いろ

で対応
たいおう

していくことよりも、本人
ほんにん

に合
あ

わせ

るという支援
し え ん

の基本
き ほ ん

に立
た

ち返
かえ

らなければなりません。これまでの歴史
れ き し

、支援
し え ん

、取組
と り く

みを

振
ふ

り返
かえ

り、次
つぎ

のステップ
す て っ ぷ

に進
すす

むために、「拠点
きょてん

」のイメージ
い め ー じ

を「オール
お ー る

横浜
よこはま

」の視点
し て ん

を

もって作
つく

り上
あ

げていくところから始
はじ

めなければならないと感
かん

じています。

中間
ちゅうかん

報告
ほうこく

でも示
しめ

されたように、市内
し な い

に住
す

まわれている行動
こうどう

障害
しょうがい

がある方
かた

の約
やく

半数
はんすう

が

家庭
か て い

で生活
せいかつ

をされていて、施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

の約
やく

7割
わり

が行動
こうどう

障害
しょうがい

のある方
かた

との現実
げんじつ

には少
すく

な

からず 驚
おどろ

きを覚
おぼ

えた。ケア
け あ

の社会化
しゃかいか

が言
い

われて久
ひさ

しいが、いまだ家族
か ぞ く

介護
か い ご

か施設
し せ つ

支援
し え ん

か

の選択肢
せんたくし

しかない現実
げんじつ

。「行動
こうどう

に障害
しょうがい

がある方
かた

の地域
ち い き

移行
い こ う

を」そういった思
おも

いで部会
ぶ か い

に
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参加
さ ん か

させて 頂
いただ

きました。どんな方
かた

も地域
ち い き

で当
あ

たり前
まえ

に暮
く

らせる横浜市
よこはまし

であること、ど

んな方
かた

でも自己
じ こ

実現
じつげん

できる横浜市
よこはまし

であることそんな思
おも

いを込
こ

めた検討
けんとう

部会
ぶ か い

でした。

一次
い ち じ

相談
そうだん

機関
き か ん

である地域
ち い き

活動
かつどう

ホーム
ほ ー む

の相談員
そうだんいん

という立場
た ち ば

で本検討
ほんけんとう

部会
ぶ か い

に参加
さ ん か

しまし

た。他
た

の委員
い い ん

よりも専門性
せんもんせい

が薄
うす

い分
ぶん

、地域
ち い き

に密着
みっちゃく

した意見
い け ん

が出
だ

せたと思
おも

います。強度
きょうど

行
こう

動
どう

障害
しょうがい

の方
かた

の所謂
いわゆる

たらい回
まわ

し事例
じ れ い

を多
おお

く見
み

てきましたので、箱物
はこもの

が増
ふ

えるだけでは解
かい

決
けつ

に繋
つな

がらないと 考
かんが

えていました。

今回
こんかい

の検討
けんとう

部会
ぶ か い

でオール
お ー る

横浜
よこはま

の拠点
きょてん

が必要
ひつよう

という機能
き の う

の重要性
じゅうようせい

が確認
かくにん

できたこと

は、法人
ほうじん

や立場
た ち ば

の垣根
か き ね

を越
こ

えて課題
か だ い

を共有
きょうゆう

できた大
おお

きな一歩
い っ ぽ

と 考
かんが

えます。

全市的
ぜんしてき

な対応
たいおう

が必要
ひつよう

であること＝“チーム
ち ー む

横浜
よこはま

”、横浜
よこはま

の障害者
しょうがいしゃ

ケア
け あ

の質
しつ

の標準化
ひょうじゅんか

の

確立
かくりつ

と実践
じっせん

＝“横浜
よこはま

標 準
ひょうじゅん

”を達成
たっせい

するために、“研修
けんしゅう

”が不可欠
ふ か け つ

であるとの合意
ご う い

は得
え

られています。“総論
そうろん

賛成
さんせい

・各論
かくろん

反対
はんたい

”は実施
じ っ し

段階
だんかい

では必発
ひっぱつ

と予想
よ そ う

されますが、まずパ
ぱ

イ
い

ロット的
ろ っ と て き

な運営
うんえい

を開始
か い し

することが全
すべ

ての始
はじ

まりと 考
かんが

えています。そこから見
み

えてきた

普遍的
ふへんてき

な課題
か だ い

の 抽
ちゅう

出
しゅつ

と解決
かいけつ

策
さく

の研究
けんきゅう

に直
す

ぐにでも着手
ちゃくしゅ

することこそ肝要
かんよう

だと 考
かんが

え

ます。

私
わたし

が所属
しょぞく

する「横浜市
よこはまし

自閉症児者
じへいしょうじしゃ

親
おや

の会
かい

」が施設
し せ つ

設立
せつりつ

を目指
め ざ

して活動
かつどう

を始
はじ

めた当時
と う じ

の

親
おや

の思
おも

いは、「生
い

きづらい本人
ほんにん

達
たち

の生
い

きづらさを具体的
ぐたいてき

に解消
かいしょう

したい」ということでし

た。あれから 30数年後
すうねんご

の今
いま

、「行動
こうどう

障害
しょうがい

」の人
ひと

達
たち

への具体的
ぐたいてき

支援
し え ん

策
さく

を横浜市
よこはまし

全体
ぜんたい

で取
と

り

組
く

むこととなり、大変
たいへん

素晴
す ば

らしいことで、感謝
かんしゃ

しています。

議論
ぎ ろ ん

されてきた支援
し え ん

の基本
き ほ ん

部分
ぶ ぶ ん

は、「行動
こうどう

障害
しょうがい

」のみならず「自閉症
じへいしょう

スペクトラム
す ぺ く と ら む

」

の人
ひと

達
たち

にも有効
ゆうこう

であり、また、「オール
お ー る

横浜
よこはま

」で取
と

り組
く

むという手法
しゅほう

は横浜市
よこはまし

の知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

のレベルアップ
れ べ る あ っ ぷ

にもつながり、明
あか

るい未来
み ら い

が開
ひら

けるものと確信
かくしん

しています。 
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知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

、とりわけ行動
こうどう

障害
しょうがい

のある方
かた

の支援
し え ん

についての全般的
ぜんぱんてき

な議論
ぎ ろ ん

・実践
じっせん

はこれ

までも多
おお

くなされてきたと思
おも

います。この部会
ぶ か い

はそのような方
かた

たちの「住
す

まい」という部分
ぶ ぶ ん

に焦点
しょうてん

を当
あ

てて進
すす

めてきました。私
わたし

自身
じ し ん

は入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の相談員
そうだんいん

として携
たずさ

わらせていただ

き、「住
す

まい」に関
かか

わる各方面
かくほうめん

の委員
い い ん

の方々
かたがた

と検討
けんとう

をして認識
にんしき

を新
あら

たにしたことも多
おお

くあ

りました。 

日々
ひ び

、行動
こうどう

障害
しょうがい

のある方々
かたがた

の支援
し え ん

をしておられる方
かた

やご家族
か ぞ く

などにこの報告
ほうこく

にある仕組
し く

みや考
かんが

え方
かた

をお読
よ

みいただき、オール
お ー る

横浜
よこはま

として「住
す

まい」に関
かか

わる共通
きょうつう

理解
り か い

を持
も

つき

っかけとなり、更
さら

にこの検討
けんとう

が深
ふか

まって、形
かたち

あるものになればと考
かんが

えております。 

  

15



 

知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

の住
す

まい検討
け んと う

部会
ぶ か い

委員
い い ん

名簿
め い ぼ

 
 
 
 
 

（順
じゅん

不同
ふ ど う

） 敬称
けいしょう

略
りゃく

   

 

 

志賀
し が

 利一
としかず

 

（部
ぶ

会長
かいちょう

） 
学識
が く し き

経験者
けいけんしゃ

 
独立
ど く り つ

行政
ぎょうせい

法人
ほ う じ ん

 国立
こ く り つ

重度
じ ゅ う ど

知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

総合
そ う ご う

施設
し せ つ

 

のぞみの園
その

 事業
じ ぎ ょ う

企画局
き か く き ょ く

研究
けんきゅう

部長
ぶ ち ょ う

 

赤川
あかがわ

 真
まこと

 
福祉
ふ く し

従事者
じ ゅ う じ し ゃ

 

（ Ｇ Ｈ
ぐるーぷほーむ

） 

Ｎ Ｐ Ｏ
えぬぴーおー

法人
ほ う じ ん

 新
あらた

 

はーとっこ 

五
いつ

浦
う ら

 洋輔
よ う す け

 
福祉
ふ く し

従事者
じ ゅ う じ し ゃ

 

（相談
そうだん

） 

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほ う じ ん

 横浜
よ こ は ま

共生会
きょうせいかい

 

障
しょう

がい者
し ゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

 花
はな

みずき 

浮
う き

貝
がい

 明典
あ き の り

 
福祉
ふ く し

従事者
じ ゅ う じ し ゃ

 

（ Ｇ Ｈ
ぐるーぷほーむ

） 

特定
と く て い

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほ う じ ん

  

Ｐ Ｄ Ｄ
ぴーでぃーでぃー

サポートセンター
さ ぽ ー と せ ん た ー

 グリーンフォーレスト
ぐ り ー ん ふ ぉ ー れ す と

 

神田
か ん だ

 宏
ひろし

 
福祉
ふ く し

従事者
じ ゅ う じ し ゃ

 

（ヘルパー
へ る ぱ ー

） 

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほ う じ ん

 横浜
よ こ は ま

やまびこの里
さ と

 

ヘルパーセンター
へ る ぱ ー せ ん た ー

やまびこ 

齋藤
さ い と う

 陽
よ う

介
すけ

 
福祉
ふ く し

従事者
じ ゅ う じ し ゃ

 

（相談
そうだん

） 

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほ う じ ん

 同愛会
どうあいかい

 

つづき地域
ち い き

活動
かつどう

ホーム
ほ ー む

 くさぶえ 

宍倉
し し く ら

 孝
たかし

 家族
か ぞ く

 横浜市
よ こ は ま し

自閉症児
じ へ い し ょ う じ

・者
し ゃ

親
おや

の会
かい

 

八島
や し ま

 敏
と し

昭
あ き

 家族
か ぞ く

 横浜市
よ こ は ま し

心身
しんしん

障害児者
し ょ う が い じ し ゃ

を守
ま も

る会
かい

連盟
れんめい

代表
だいひょう

幹事
か ん じ

 

渡邉
わたなべ

 哲也
て つ や

 
福祉
ふ く し

従事者
じ ゅ う じ し ゃ

 

（相談
そうだん

） 

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほ う じ ん

 試行会
し こ う か い

 

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

 青葉
あ お ば

メゾン
め ぞ ん
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障害者 E

し ょ う が い し ゃ

AAE差別 E

さ べ つ

AAE解消法 E

かいしょ うほ う

Aの AE施行 E

し こ う

Aに AE伴 E

ともな

Aう AE市 E

し

Aの AE取組 E

と り く み

AAE状況 E

じょうきょう

Aについて 

 

 

【主
お も

な取組
と り く み

】 

 

１ 対応
たいおう

要領
ようりょう

の策定
さ く て い

 

  市
し

職員
しょくいん

が障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の禁止
き ん し

に適
て き

切
せ つ

に対応
たいおう

していくため、対応
たいおう

要領
ようりょう

（ガイドライン
が い ど ら い ん

）を３月
が つ

に策定
さ く て い

。 

 

２ 職員
しょくいん

研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

 

  法律
ほ う り つ

の概要
がいよう

や合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

の提供
ていきょう

等
と う

に関
か ん

するｅ
いー

ラーニング
ら ー に ん ぐ

（職場
し ょ く ば

のパソコン
ぱ そ こ ん

で各自
か く じ

が受講
じ ゅ こ う

）を全職員
ぜんしょくいん

を対象
たいしょう

に実施
じ っ し

（２～３月
が つ

）。今後
こ ん ご

も職員
しょくいん

研修
けんしゅう

は継続
け い ぞ く

して実施
じ っ し

の予定
よ て い

。 

 

３ 啓発
けいはつ

活動
かつどう

 

  リーフレット
り ー ふ れ っ と

・チラシ
ち ら し

の配布
は い ふ

、ポスター
ぽ す た ー

の掲示
け い じ

等
と う

。 

  今後
こ ん ご

、障害
しょうがい

のある人
ひ と

向
む

けのリーフレット
り ー ふ れ っ と

の作成
さ く せ い

や、障害
しょうがい

のある人
ひ と

と障害
しょうがい

のない人
ひと

との交流
こうりゅう

を通
と お

した理解
り か い

の促進
そ く し ん

の取組
と り く み

などを予定
よ て い

。 

 

４ 障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

支援
し え ん

地域協
ち い き き ょ う

議会
ぎ か い

の設置
せ っ ち

 

  障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

に関
かん

する相談
そうだん

事例
じ れ い

の共有
きょうゆう

や情報
じょうほう

交換
こうかん

を行
おこな

うとともに、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

に関
かん

する様々
さまざま

な課題
か だ い

を協議
きょうぎ

するため、「横浜市
よ こ は ま し

障害
しょうがい

者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

支援
し え ん

地域協
ちいききょう

議会
ぎ か い

」を５月
がつ

に設置
せ っ ち

。６月
がつ

又
また

は７月
がつ

に第
だい

１回
かい

会議
か い ぎ

を予定
よ て い

。 

資料３ 



 

 

５ 障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

の相談
そうだん

に関
か ん

する調整
ちょうせい

委員会
い い ん か い

の設置
せ っ ち

 

  事
じ

業者
ぎょうしゃ

への相談
そうだん

、事業
じ ぎ ょ う

の担当
た ん と う

部署
ぶ し ょ

等
と う

への相談
そうだん

によっても解決
かいけつ

が図
はか

られな

い相談
そうだん

事
じ

案
あ ん

（事
じ

業者
ぎょうしゃ

による差別
さ べ つ

事案
じ あ ん

）を対象
たいしょう

に、あっせんを 行
おこな

うための組織
そ し き

として「横浜
よこはま

市
し

障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

の相談
そうだん

に関
か ん

する調整
ちょうせい

委員会
い い ん か い

」を５月
が つ

に設置
せ っ ち

。６月
が つ

又
ま た

は７月
が つ

に第
だ い

１回
か い

定例会
ていれいかい

を予定
よ て い

。 

 

６ 障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

庁内
ちょうない

推進
すいしん

会議
か い ぎ

の設置
せ っ ち

 

  障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

を全庁的
ぜんちょうてき

に推進
すいしん

するため、副市長
ふ く し ち ょ う

をトップ
と っ ぷ

に全区
ぜ ん く

局長
きょくちょう

により構成
こ う せ い

する「障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

庁内
ちょうない

推進
すいしん

会議
か い ぎ

」を設置
せ っ ち

。年
ね ん

１回
か い

会議
か い ぎ

を開
か い

催
さ い

し、取組
と り く み

の推進
すいしん

状況
じょうきょう

の確認
か くにん

及
お よ

び推進
すいしん

状況
じょうきょう

に応
お う

じた課題
か だ い

の協議
き ょ う ぎ

を予定
よ て い

。 

 

７ 区
く

役所
や く し ょ

窓口
ま ど ぐ ち

における手話
し ゅ わ

通訳
つ う や く

対応
たいおう

の充実
じゅうじつ

 

 (1) 手話通
し ゅ わ つ う

訳者
や く し ゃ

の配置
は い ち

のモデル
も で る

実施
じ っ し

（中区
な か く

・戸塚区
と つ か く

で５月
が つ

17日
に ち

から開始
か い し

） 

 (2) タブレット
た ぶ れ っ と

端末
たんまつ

を活用
かつよう

した手話
し ゅ わ

通訳
つ う や く

対応
たいおう

の実施
じ っ し

（全区
ぜ ん く

で５月
が つ

27日
に ち

から

開始
か い し

） 
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